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二
一
毛
合
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雄
二
章
七
部
の
前
身
と
そ
の
脇
種
（
三
八
・
三
九
合
輯
雛
）

節
三
章
粟
末
縦
鵜
の
對
外
關
係
（
餉
恥
池
滅
）
：

姉
一
節
西
方
遊
牧
勢
力
と
の
閥
係
砂
Ｉ

錐
二
節
高
句
麗
と
の
關
係

錐
三
節
中
園
と
の
開
係

蛎
四
節
室
章
及
び
継
鞠
他
部
族
と
の
閥
係
（
到
畦
率
“
一
）

附
説
總
章
元
年
唐
將
詳
仁
愛
の
攻
陥
せ
る
扶
餘
城

節
‐
一
夜
階
・
唐
・
高
句
歴
の
史
籍
に
見
員
塾
扶
除
の
地
名
と
そ
の
位
姪

‘
・
・
・
第
二
項
支
那
・
滿
洲
雨
勢
力
の
攻
防
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に
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け
る
扶
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地
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・
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三
項
唐
・
高
句
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の
決
勝
戦
と
群
仁
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扶
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攻
陥
（
以
上
本
桝
）

總
章
元
年
唐
將
詳
仁
武
の
攻
陪
せ
る
扶
畭
城

總
章
元
年
唐
將
静
仁
貴
の
攻
略
せ
る
扶
餘
城
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地
に
留
鎭
せ
る
唐
軍
に
も
赴
征
を
命
じ
、
更
に
勅
維
に
も
助
征
の
軍
左
發
せ
し
め
た
。
か
く
も
大
掛
り
な
包
魍
攻
盤
と
開
始
し
た
の
は
、

此
の
内
証
を
好
機
と
し
て
一
緊
に
高
何
腿
を
減
し
、
以
て
長
年
の
攻
争
を
片
附
け
ん
と
し
た
か
ら
で
あ
る
。
次
い
で
此
の
年
十
二
月
十
八

日
、
英
國
公
李
勃
と
遼
東
道
行
軍
大
總
管
粂
安
撫
大
使
に
任
じ
て
征
腿
諸
車
の
總
司
令
官
と
し
、
上
逃
せ
る
一
切
の
軍
を
節
度
せ
し
め

た
。
此
所
に
征
蝿
軍
の
陣
容
は
全
く
整
っ
た
の
で
あ
る
。
此
の
役
の
詳
細
な
始
末
に
就
い
て
は
己
に
池
内
先
生
が
「
高
刎
施
討
滅
の
役
に

注
Ｉ

於
け
る
店
軍
の
行
動
」
と
題
し
て
論
じ
識
さ
鯉
て
ゐ
る
の
で
、
此
所
に
更
め
て
云
爲
す
可
き
も
の
は
無
い
・
只
此
の
役
に
於
い
て
殿
後
車

の
將
た
り
し
津
仁
貴
が
總
章
元
年
（
六
六
八
）
に
攻
階
し
た
と
云
ふ
扶
餘
城
（
扶
餘
城
州
・
扶
餘
州
と
も
僻
へ
ら
れ
て
ゐ
る
州
の
治
城
）

は
本
稿
の
一
大
論
心
と
な
っ
た
群
餘
珠
鞠
と
關
係
返
有
つ
重
要
な
問
題
で
あ
る
に
も
拘
ら
ず
、
そ
の
位
世
の
比
定
に
関
す
る
従
来
の
研
究

は
各
論
各
様
で
一
定
せ
ず
、
そ
れ
等
諸
説
の
綜
合
批
判
の
上
に
立
論
せ
ら
れ
た
池
内
先
生
の
所
論
に
も
尚
再
考
の
餘
地
あ
る
や
に
想
到

莫
離
麦
と
し
て
文
武
の
大
椎
を
一
身
に
收
め
、
事
憧
上
商
句
腿
に
君
臨
し
て
、
内
は
狸
力
な
猫
裁
權
を
振
ひ
、
外
は
大
店
と
堂
荏
の
抗

戦
を
紋
け
來
つ
た
泉
蓋
蘇
文
が
鱗
徳
二
年
（
六
六
五
）
十
月
の
頃
死
喪
す
る
と
、
モ
の
三
子
、
男
生
・
男
建
・
男
産
の
間
に
内
証
を
生

じ
、
長
子
男
生
は
二
弟
に
逐
は
れ
て
國
内
城
（
通
化
省
・
輯
安
縣
）
に
入
り
、
そ
の
子
の
献
誠
を
唐
に
通
し
、
内
附
と
救
援
と
を
誰
は
し

め
た
。
献
誠
の
落
唐
は
乾
封
元
年
（
六
六
六
）
・
五
月
叉
は
六
月
の
初
め
頃
で
、
此
の
報
に
接
し
た
唐
は
、
六
月
七
日
、
契
腫
佃
力
．
（
蹄
化

も

突
脈
人
）
を
遼
東
道
安
撫
大
使
と
し
て
赴
援
雁
接
せ
し
め
、
な
ほ
別
に
廉
同
善
。
高
侃
を
行
軍
綿
管
、
藻
仁
貴
・
李
謹
行
（
腋
以
来
蹄
騰

せ
し
扶
徐
秣
靭
の
亘
酋
突
地
稀
の
長
子
）
を
殿
後
箪
の
將
と
し
て
差
遥
し
た
。
一
方
海
上
典
り
も
軍
を
途
り
、
叉
先
に
減
し
た
百
濟
の
故

1

總
軍
元
年
店
粥
騨
仁
世
の
攻
陥
斗
一
る
扶
偉
城

附
説
總
章
元
年
唐
將
葎
仁
世
の
攻
陥
せ
る
扶
総
城
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グ

ノ
れ
、
綜
じ
て
未
だ
確
た
る
繊
案
に
到
達
し
て
居
な
い
様
で
あ
る
。
此
の
附
説
の
目
的
は
右
の
扶
徐
城
の
位
匠
を
明
確
に
し
て
學
界
に
於
け

る
従
来
の
疑
問
を
解
き
、
併
せ
て
本
論
の
袖
足
に
菱
せ
ん
と
す
る
に
在
る
・

俸
仁
蛍
の
扶
餘
城
攻
陥
に
開
す
る
記
事
は
養
治
邇
鑑
唾
一
一
店
紀
・
總
喜
元
年
二
月
壬
午
の
條
に
・

藤
仁
賞
醗
破
｛
勉
脆
於
金
山
ｏ
乘
勝
購
逓
〈
三
千
繩
諦
揮
御
一
燕
確
。
將
攻
扶
餘
城
。
諸
將
以
其
兵
少
止
之
。
仁
貴
口
。
兵
不
在
多
。
願
用

迄
何
如
耳
。
逢
爲
揃
鋒
以
進
。
里
尚
腿
戦
大
破
之
。
殺
漣
慨
餘
人
。
遂
抜
扶
餘
城
。
扶
餘
川
跡
牽
中
四
十
餘
城
。
皆
望
瓜
諦
降
。

と
兇
え
、
尚
冊
府
元
繼
確
鈍
外
腿
部
．
征
討
門
、
齊
府
韮
”
華
へ
及
び
新
店
垂
〕
塞
一
の
各
騨
仁
貴
傳
に
も
此
に
相
営
す
る
記
事
が
收
め
ら
れ
て

／

ゐ
る
。
．
又
此
の
記
事
に
先
行
し
て
此
の
攻
城
戦
の
前
段
を
な
す
戦
の
記
覗
も
傳
へ
ら
れ
て
ゐ
る
。
然
し
毛
れ
等
の
詳
老
は
逐
次
行
ふ
こ

げ
、

姓
の
］
‐
姓
３

・
と
と
し
て
、
先
づ
此
の
扶
像
城
の
位
腫
に
関
す
る
從
來
の
研
究
を
見
る
に
、
松
井
學
士
の
農
安
附
近
説
、
津
田
博
士
の
催
佳
江
下
流
説
、

註
叫

池
内
先
生
の
成
典
読
等
が
あ
り
も
此
の
中
波
も
夙
く
提
唱
せ
ら
れ
た
松
井
學
士
の
農
安
附
近
説
は
殆
ん
ど
失
考
と
断
定
せ
ら
れ
て
ゐ
ろ
の

が
現
状
で
あ
る
。
卑
見
を
開
陳
す
る
に
営
つ
て
は
順
序
と
し
て
先
づ
此
等
の
諸
説
の
内
容
を
紹
介
し
、
そ
の
常
否
に
就
い
て
一
應
の
批
判

を
加
へ
お
く
可
き
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
簡
略
た
る
可
き
附
説
の
趣
胃
に
反
す
る
こ
と
と
な
る
の
で
略
す
。
叉
扶
餘
城
攻
略
の
經
緯
を
明
か

に
す
る
爲
め
、
商
刷
腿
討
減
職
の
概
要
を
も
豫
め
述
⑮
へ
お
く
を
便
と
す
る
の
で
あ
る
が
、
此
れ
亦
略
す
。
上
掲
池
内
先
生
の
御
労
作
に
己

に
詳
説
せ
ら
れ
て
居
り
、
此
所
に
反
麺
す
る
必
要
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。
此
所
で
は
只
必
要
な
部
分
を
先
生
の
御
篭
作
中
か
ら
適
時
適
所

媛
川
さ
せ
て
戴
く
。
本
附
読
中
に
於
い
て
考
證
を
鰯
す
こ
と
無
く
直
ち
に
己
明
の
那
蛮
と
し
て
引
用
し
て
ゐ
る
所
の
も
の
は
、
特
に
断
ら

ざ
る
限
り
、
池
内
先
生
の
考
證
の
結
果
を
利
削
さ
せ
て
麓
つ
た
も
の
と
諒
解
せ
ら
れ
庇
い
。
荷
以
下
の
論
考
は
恩
師
や
大
先
輩
の
御
勢
作

に
豚
發
誘
導
せ
ら
れ
て
成
っ
た
も
の
で
あ
り
乍
ら
、
然
も
そ
れ
等
の
諸
読
に
或
は
不
足
を
云
ひ
、
或
は
反
對
を
稲
へ
な
け
れ
ば
な
ら
な
く

總
章
元
年
店
粥
蘇
仁
没
の
攻
略
せ
る
扶
健
城
一
二

1

〃

▼

L



、

し

上
っ
た
の
は
八
年
頃
と
推
定
せ
ら
れ
る
こ
と
等
も
亦
本
論
に
詳
考
し
た
如
く
で
あ
る
。

次
に
奮
唐
害
毯
二
地
理
志
の
恢
州
の
條
及
び
黎
州
の
條
の
記
事
に
依
り
、
唐
初
以
來
蹄
化
し
て
ゐ
た
粟
末
妹
靭
烏
素
楜
部
が
一
に
浮
流

寺
ノ
７

，
（
扶
餘
）
韓
鵜
と
も
呼
ば
れ
、
且
つ
浮
瀧
戦
報
の
名
は
載
初
二
年
（
六
九
○
）
に
至
る
も
尚
作
用
せ
ら
れ
て
居
た
こ
と
を
知
り
御
る
毎
と
、

彼
等
の
原
住
地
は
扶
餘
、
即
ち
農
安
を
中
心
と
す
る
伊
邇
河
流
城
で
、
扶
餘
秣
靭
と
呼
ば
れ
た
の
も
そ
れ
が
爲
め
で
あ
る
と
推
定
せ
ら
れ

る
こ
と
等
も
本
論
に
論
述
し
た
如
く
で
あ
る
。

，
新
暦
蝶
謹
渤
海
徳
に
列
畢
せ
ら
れ
て
ゐ
る
此
の
國
の
十
五
府
の
一
に
扶
餘
府
の
名
が
見
え
る
が
、
蝿
れ
が
今
の
農
安
附
近
に
常
る
こ

と
は
己
に
夙
く
よ
り
論
明
せ
ら
れ
て
ゐ
迩
所
で
あ
る
。
扶
倣
府
設
置
の
年
代
は
未
だ
究
明
せ
ら
れ
て
ゐ
な
い
が
、
；
天
変
末
年
（
七
五
五
）

』
一

總
章
元
年
唐
將
蒔
仁
武
四
攻
陥
心
］
る
扶
除
城
三
一

な
っ
た
も
の
で
、
此
の
鮎
自
ら
深
く
省
み
て
充
分
眼
し
む
つ
も
り
で
あ
る
が
、
・
性
來
野
人
の
筆
者
、
或
は
論
中
失
概
に
わ
た
る
文
辞
無
き

か
を
憧
れ
て
ゐ
る
次
第
で
、
萬
一
か
か
る
過
失
を
犯
す
こ
と
あ
ら
ん
も
、
そ
れ
は
飛
者
の
本
心
に
非
る
所
と
し
て
御
寛
恕
せ
ら
れ
ん
こ
と

を
切
に
乞
う
て
お
く
。

第
一
項
腋
・
府
・
商
句
麗
の
史
籍
に
見
え
る
扶
餘
の
地
名
と
毛
の
位
世

０

太
平
寅
宇
記
に
引
く
陦
の
「
北
蕃
風
俗
記
」
に
、
粟
末
妹
報
の
一
巨
酋
突
地
稀
な
』
や
者
が
八
部
の
衆
を
率
ゐ
て
扶
餘
城
の
西
北
よ
り
階

に
奔
來
し
歸
化
し
た
と
あ
る
こ
と
、
此
の
扶
餘
城
が
今
の
農
安
附
近
の
地
に
儲
り
、
突
地
蒲
が
速
く
腋
に
走
っ
た
の
は
商
伽
腿
と
の
抗
争

に
敗
れ
た
爲
め
で
あ
り
、
そ
れ
は
開
口
韮
四
五
年
（
五
八
四
’
五
八
五
）
頃
で
あ
っ
た
こ
ど
等
は
本
論
に
詳
考
し
た
所
で
あ
る
。

次
に
高
句
瀝
が
唐
の
來
侵
に
術
へ
ん
と
し
て
東
北
扶
餘
城
よ
り
西
南
海
に
至
る
千
有
餘
里
の
長
城
を
築
い
た
こ
と
が
新
奮
各
唐
書
の
高
〃

句
班
傳
に
見
え
る
こ
と
、
此
の
扶
餘
城
も
亦
今
の
農
安
地
方
に
當
る
こ
と
、
築
城
に
着
手
し
た
の
は
貞
観
五
年
頃
（
六
一
三
）
で
、
出
来

ﾛ

l

、



_ト

卜

頭
に
は
己
に
置
か
れ
て
居
た
の
で
は
な
い
か
と
恩
は
れ
、
爾
後
、
契
丹
の
太
皿
阿
保
機
が
渤
海
を
討
滅
し
た
天
顯
元
年
（
後
店
の
天
成
元

年
’
九
二
六
）
迄
二
百
年
近
く
存
綾
し
た
。
因
み
に
大
渤
海
遠
征
に
向
っ
た
契
丹
軍
が
簸
初
に
難
破
し
た
要
府
は
此
の
扶
餘
府
で
あ
っ
た

の
で
あ
る
。
雁
初
よ
り
勝
を
経
て
五
代
に
至
る
三
百
数
十
年
間
を
通
じ
、
今
の
農
安
附
近
に
挟
餘
城
、
扶
餘
等
と
呼
ば
れ
る
城
地
名
が
引

綴
き
存
在
し
て
ゐ
た
こ
と
は
、
以
上
の
諸
例
に
依
っ
て
略
盈
容
認
せ
ら
れ
る
で
あ
ら
う
。

扶
除
地
方
は
粟
末
韓
靭
の
一
大
中
心
地
で
、
頗
る
有
力
な
集
團
が
織
っ
て
ゐ
た
。
本
稲
に
識
ふ
所
の
扶
餘
戦
墹
が
そ
れ
で
あ
る
。
高
伽

斑
は
腋
初
此
の
地
方
を
門
領
し
て
扶
餘
韓
刺
を
支
配
し
、
陪
末
店
初
の
頃
、
突
臓
に
一
時
奪
還
さ
鯉
た
が
、
貞
槻
の
初
め
甑
再
び
占
收

し
、
此
所
を
基
黙
と
し
て
西
南
海
に
至
る
長
城
を
築
き
、
爾
後
、
高
句
麗
の
滅
亡
す
る
迄
固
く
此
の
地
方
を
支
配
し
て
ゐ
た
。
以
上
も
亦

本
論
に
詳
老
し
た
所
で
あ
る
ｃ
商
柵
瀝
が
扶
餘
地
方
に
長
城
を
築
い
て
か
ら
滅
亡
迄
約
五
十
年
に
近
い
。
即
ち
高
刷
蕊
は
約
半
憧
紀
間
引

綴
ざ
此
の
地
方
を
支
配
し
そ
の
民
を
臣
服
せ
し
め
て
居
た
の
で
あ
る
。
若
し
隣
初
よ
り
階
末
に
至
る
支
配
期
開
三
十
像
年
を
も
加
算
す
れ

ば
そ
の
主
従
關
係
は
約
八
十
年
と
な
る
。
か
う
し
た
關
係
を
も
つ
挟
鹸
職
靭
が
商
句
遜
と
店
と
の
最
後
の
大
決
勝
戦
に
不
關
焉
の
立
場
を

と
っ
て
ゐ
た
と
は
老
へ
難
く
、
必
ず
や
相
溌
砿
要
な
役
割
を
波
じ
た
こ
と
と
推
想
せ
ら
れ
る
。
か
か
る
推
想
の
下
に
商
何
寵
側
の
記
録
な

橡
す
る
に
、
二
一
國
史
記
唾
二
地
理
志
・
第
四
篇
・
高
楜
服
の
章
に
左
の
記
事
が
あ
る
。

Ｉ
，
鵬
溌
水
以
北
未
降
十
一
城
。
〃

北
扶
餘
城
州
、
本
助
利
西
。
節
城
、
本
蕪
子
忽
。
豊
夫
城
、
本
省
巴
忽
ｏ
新
城
州
、
・
本
仇
次
忽
錘
密
桃
城
、

本
波
涙
忽
。
大
豆
山
城
、
本
非
達
忽
。
遼
東
城
州
、
本
烏
列
忽
。
屋
城
州
。
白
狩
城
。
多
伐
漱
州
。

安
市
城
、
奮
安
寸
忽
。

總
章
元
年
店
蛎
膵
仁
批
の
攻
陥
せ
る
扶
徐
城
．
一
三
一

l

l

l

1

I

｜’
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１
毛
■
巳
？

方
面
に
比
定
す
る
こ
と
は
絶
對
に
春
さ
れ
な
い
。
又
此
の
扶
雌
城
州
に
北
の
字
が
冠
せ
ら
れ
て
ゐ
る
の
は
、
軍
に
そ
恥
が
高
句
腿
領
中

總
章
元
年
府
將
蘇
仁
蛍
の
攻
陥
ぜ
る
扶
除
城
二
四

Ｉ
鴨
溌
水
以
北
己
降
城
十
一
、

掠
棚
城
。
．
木
底
域
。
薮
口
城
。
南
蘇
城
。
甘
勿
主
城
、
本
甘
勿
伊
忽
。
麦
田
谷
城
。
心
岳
城
，

本
居
屏
忽
。
國
内
州
一
一
帳
蛎
榊
癖
或
。
屑
夫
盤
城
、
本
省
利
巴
利
忽
。
朽
岳
城
、
本
骨
涙
坪
。
榛
木
城
。

Ⅷ
鴨
沸
以
北
逃
城
七
．ノ

錐
城
、
本
乃
勿
忽
而
岳
城
。
牙
岳
城
、
本
皆
戸
坪
忽
。
就
岳
城
、
本
甘
彌
忽
。
稜
利
城
、
本
赤
里
忽
。

・
水
銀
城
。
、
本
召
Ｆ
忽
。
梨
山
城
、
本
加
涙
逹
忽
。

伽
鵬
齢
以
北
打
得
城
三

穴
城
、
本
甲
忽
。
銀
城
、
木
折
忽
。
似
城
、
本
史
忽
。
造

此
の
記
蕊
の
性
質
は
、
己
に
池
内
先
生
の
詳
説
せ
ら
れ
て
居
る
如
く
、
府
軍
の
総
帥
李
訓
が
高
柵
歴
の
新
城
を
攻
階
す
る
（
乾
封
二
年

九
月
）
以
前
に
造
ら
れ
た
鴨
派
江
以
北
の
商
句
蝿
の
諸
城
に
開
す
る
墨
諜
と
解
せ
ら
れ
る
。
己
降
十
一
城
は
泉
男
生
に
従
っ
て
牌
に
請
降

ぜ
る
も
の
、
未
降
十
一
城
は
男
建
等
に
附
し
て
府
に
抗
乗
せ
る
も
の
、
逃
城
は
李
勃
の
率
ゆ
ろ
唐
の
大
軍
が
遼
東
に
来
る
に
及
び
、
商
句

脳
側
に
於
い
て
兵
力
を
要
地
に
集
中
せ
し
め
る
爲
め
自
ら
抜
き
去
っ
た
遼
東
地
方
の
城
、
打
得
城
は
己
に
唐
が
攻
め
と
っ
て
居
た
城
で
あ

る
。
此
の
覺
書
き
ば
高
句
腿
の
歴
史
を
研
究
す
る
上
に
極
め
て
置
重
な
史
料
と
な
る
も
の
で
、
凡
ゆ
る
角
度
か
ら
の
検
討
と
活
用
と
を
試

む
可
き
も
の
で
あ
る
が
、
取
り
敢
寸
此
所
に
問
題
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
の
ば
、
未
降
十
一
城
、
即
ち
男
建
派
州
城
名
の
中
に
見
え
る

「
北
扶
徐
城
州
」
で
あ
る
。
上
掲
の
三
十
餘
城
は
總
て
鴨
激
江
以
北
の
も
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
一
な
る
此
の
北
扶
餘
城
州
を
以
て
成
興

可
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の
北
挟
絵
城
州
に
擬
す
る
こ
と
ば
頗
る
穂
常
を
縦
く
様
に
思
は
れ
る
。
農
安
地
方
以
外
に
も
成
典
若
し
く
は
柊
佳
江
方
面
に
同
じ
扶
総
と

呼
ば
れ
る
地
が
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
北
扶
鹸
で
詮
く
、
東
扶
餘
叉
は
南
扶
餘
と
呼
ば
れ
た
筈
で
あ
る
。
か
く
老
ふ
る
に
、
右
の
北

扶
餘
城
州
が
威
興
や
柊
佳
江
方
面
に
非
る
こ
と
は
極
め
て
明
か
で
あ
り
、
従
っ
て
寧
ろ
此
産
農
安
地
方
の
扶
総
城
に
外
な
ら
ぬ
も
の
と
解

●

す
る
の
が
餐
餅
と
な
っ
て
来
る
。
此
所
を
北
挟
除
と
呼
ん
だ
の
は
糟
て
詳
老
し
た
如
く
、
商
何
麗
の
鹿
開
土
王
（
三
九
二
’
四
一
二
）
に

減
さ
れ
た
間
島
地
方
の
束
挟
鮭
、
長
毒
王
の
二
十
三
年
（
四
三
五
）
、
後
魏
よ
り
高
句
唾
に
遥
さ
れ
た
李
数
の
肺
還
報
告
に
見
え
る
吉
林
方

侭
昂

面
の
癖
扶
侭
等
と
厩
別
せ
ん
が
露
め
で
あ
っ
た
と
思
は
れ
、
從
っ
て
北
扶
鹸
の
名
は
階
勝
以
前
、
南
北
朝
の
初
め
頃
已
に
生
れ
、
そ
れ
が

腋
店
に
龍
因
襲
的
に
用
ひ
ら
れ
た
の
で
あ
っ
て
、
必
ず
し
も
階
附
時
代
に
幾
つ
か
の
扶
除
と
呼
ば
れ
る
地
が
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
ゐ
る

の
で
は
な
い
。
か
く
三
脚
史
記
の
北
扶
像
城
州
溌
以
て
本
稲
に
謂
ふ
所
の
扶
樅
職
報
の
中
心
た
る
農
安
地
方
の
扶
餘
城
を
治
所
と
す
る
州

に
外
な
ら
ぬ
も
の
と
解
す
れ
ば
、
扶
齢
嫁
秘
は
男
建
派
、
即
ち
抗
唐
派
の
側
に
立
っ
て
居
た
こ
と
な
る
。
即
ち
府
と
商
句
班
と
の
簸
後
の

大
決
職
に
於
い
て
必
ず
や
重
要
な
役
制
を
な
し
た
で
あ
ら
う
と
先
に
推
測
し
て
お
い
た
扶
除
斡
細
の
動
向
が
、
・
三
國
史
記
の
北
扶
餘
城
州

を
此
所
に
比
火
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
は
っ
き
り
と
浮
び
上
っ
て
来
る
の
で
あ
る
。

防
府
時
代
に
扶
除
と
呼
ば
れ
た
城
地
名
の
史
締
に
現
れ
て
ゐ
る
の
は
、
管
兄
の
限
り
、
以
上
に
列
畢
説
明
し
た
五
個
の
記
蔀
と
、
燕
仁

没
の
政
陥
し
た
と
云
ふ
記
郡
と
、
共
せ
て
六
個
が
そ
の
全
部
で
あ
る
。
而
し
て
此
の
中
、
そ
の
所
在
の
未
だ
考
究
せ
ら
れ
ざ
る
最
後
の
一

總
章
元
年
鵬
荊
辞
仁
置
の
玖
臓
せ
る
扶
伸
城
二
五

の
北
泌
に
在
っ
た
爲
め
か
、
他
に
別
の
扶
餘
と
呼
ば
れ
る
地
が
あ
っ
て
走
れ
と
厩
別
す
る
必
要
が
あ
っ
た
篤
め
、
か
、
そ
の
何
れ
で
あ
っ
た

に
し
て
も
、
と
に
か
く
そ
の
所
在
の
北
寄
り
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
も
の
と
し
て
注
意
す
可
き
で
あ
る
。
所
で
階
厭
時
代
詮
通
じ
て
今
の

農
安
の
蝿
に
扶
餘
と
呼
ば
れ
る
所
が
あ
っ
た
こ
と
己
述
の
如
く
で
あ
る
か
ら
、
此
よ
り
東
南
に
在
る
威
興
或
は
柊
佳
江
下
流
域
筵
以
て
右
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、

ザ

攻
防
の
歴
史
を
求
め
る
に
、
三
國
時
代
に
適
例
の
存
す
ろ
を
見
る
ｏ

三
國
時
代
、
滿
洲
に
罐
っ
て
居
た
勢
力
に
は
公
孫
氏
・
高
句
麗
・
扶
鹸
の
三
政
權
が
あ
っ
た
。
公
孫
氏
は
玄
菟
。
遼
来
（
但
し
公
孫
氏

は
遼
東
郡
を
更
に
遼
束
。
中
遼
。
遼
四
の
三
郡
に
分
っ
て
ゐ
た
）
樂
浪
。
帯
方
の
諸
郡
を
領
し
、
そ
の
地
域
は
開
原
附
近
以
南
、
蘇
子
河

城
も
亦
農
安
地
方
に
非
る
か
と
の
老
へ
が
衛
然
浮
か
ん
で
來
る
。
殊
に
三
國
史
記
の
記
事
に
よ
っ
て
此
の
地
方
の
扶
餘
秣
報
が
反
府
派
の

立
場
を
取
っ
て
ゐ
た
こ
と
も
明
か
な
の
で
あ
る
か
ら
、
祉
蝿
の
一
部
將
た
る
一
鐸
仁
蛍
が
此
を
攻
陥
し
た
の
も
何
ら
不
思
議
で
な
く
、
寧
ろ

合
理
的
に
解
せ
ら
れ
る
。
雨
室
，
ろ
に
、
腋
・
府
・
商
御
歴
の
史
癖
に
見
え
る
扶
餘
の
地
名
に
逐
一
的
稔
討
を
加
へ
た
結
果
は
薩
仁
蛍
の
攻

、

陥
せ
る
扶
餘
城
が
農
安
地
方
な
る
可
き
を
推
測
せ
し
む
る
の
で
あ
る
。
尚
此
の
推
測
は
反
牌
的
立
場
に
立
っ
た
扶
餘
難
靭
の
動
き
を
具
鰻

的
に
考
察
し
、
そ
れ
に
對
應
せ
る
暦
軍
の
行
動
を
梅
討
す
る
時
、
｜
勝
そ
の
確
愛
な
る
こ
と
を
認
め
得
る
の
で
あ
る
。

’
第
二
項
支
那
・
滿
洲
雨
勢
力
の
攻
防
戦
に
於
け
る
扶
餘
地
方
の
意
義
‐

店
瞳
陸
假
量
の
攻
略
せ
る
挟
除
城
を
以
て
農
安
方
面
な
ら
ん
と
す
る
本
稲
の
立
場
を
碓
證
つ
け
る
爲
め
に
は
、
支
那
本
土
を
根
鍵
と
す

る
大
府
と
南
流
北
鮮
を
根
蝶
と
す
る
高
句
璽
と
の
決
勝
的
攻
防
戦
に
於
い
て
農
安
地
方
は
雨
國
の
作
戦
上
に
如
何
な
る
意
義
を
有
し
て
ゐ

た
か
を
明
か
に
し
て
お
く
こ
と
が
必
要
と
な
っ
て
來
る
。
然
も
を
れ
は
歴
史
的
問
題
で
あ
っ
て
、
徒
ら
に
想
像
や
理
窟
か
ら
勝
手
に
老
へ

出
す
可
き
も
の
で
は
無
く
、
鉋
く
迄
歴
史
的
事
査
の
上
に
そ
の
意
義
を
見
出
す
可
き
で
あ
る
。
そ
こ
で
陪
暦
以
前
に
於
け
る
減
麦
雨
勢
力

農
安
地
方
の
も
の
只
一
つ
で
あ
っ
た
か
、
・
然
ら
す
と
す
る
も
此
れ
が
鮫
も
知
名
の
扶
餘
城
で
、
軍
に
扶
餘
と
云
へ
ぱ
此
を
指
し
て
ゐ
た

か
、
そ
の
何
れ
か
で
あ
っ
た
こ
と
を
推
想
せ
し
め
る
。

佃
を
除
き
、
眺
明
の
五
個
は
悉
く
今
の
避
安
方
面
に
比
定
せ
ら
れ
る
こ
と
、
上
述
の
如
く
で
あ
る
。
此
の
こ
と
は
陪
唐
時
代
の
扶
餘
城
が

總
牽
元
年
鵬
粥
蒔
仁
置
の
攻
陥
轆
一
乙
扶
除
城

１

■

令

そ
し
て
此
の
推
想
に
基
ゐ
て
薩
仁
蛍
の
記
事
に
接
す
る
時
、
そ
の
攻
陥
せ
る
扶
餘

画
■
■
■
■
■
■
１
．
■
ｑ
■

1
一
一
一
ハ

1

f
1
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流
域
（
玄
菟
）
よ
り
、
遼
河
流
域
以
蝿
鵬
維
江
干
流
域
に
至
る
（
遼
東
）
滿
洲
の
地
と
、
平
安
北
道
の
一
部
、
爾
遁
の
全
部
、
黄
海
道
。

京
維
道
の
全
部
、
忠
清
北
這
の
一
部
（
以
上
樂
浪
・
帯
方
）
に
跨
る
半
島
の
地
と
を
含
ん
で
居
た
。
高
処
腿
は
柊
佳
江
流
域
と
鴨
維
江
中

上
流
域
と
を
根
捧
と
し
、
．
威
鏡
道
の
沃
汎
．
江
原
道
の
減
等
を
從
へ
て
居
た
。
扶
餘
は
農
安
の
地
を
根
推
と
し
て
粟
末
鐵
靭
の
全
住
域
に

わ
た
る
扶
餘
族
と
、
問
島
地
方
の
北
沃
汎
及
び
拉
林
・
阿
勒
楚
喀
両
河
の
流
域
等
を
領
し
て
居
た
。
即
ち
此
竺
一
画
の
領
域
は
合
し
て
後

ち
の
高
棡
麗
の
領
土
に
略
変
相
謝
し
、
箱
そ
れ
よ
り
魔
い
程
度
で
あ
っ
た
。
此
の
内
の
公
孫
氏
は
今
の
遼
賜
な
る
褒
陽
に
雄
り
、
遜
か
南

方
の
呉
國
と
通
じ
て
魏
を
挾
攻
せ
ん
と
す
る
気
配
群
見
せ
た
の
で
、
魏
は
腹
背
受
敵
の
不
利
を
避
く
可
く
公
孫
氏
の
躍
滅
を
企
て
た
。
か

く
て
或
は
海
路
山
東
よ
り
遠
征
を
企
て
、
或
は
遼
西
陸
路
よ
り
進
難
を
試
み
た
が
何
れ
も
失
敗
し
た
。
因
っ
て
更
に
宿
將
司
賜
仲
逹
を
避

し
、
砿
の
巧
妙
な
作
戦
指
導
に
依
っ
て
漸
く
此
を
減
す
を
得
た
。
公
孫
氏
の
滅
亡
し
た
の
は
景
初
二
年
（
一
三
一
八
）
八
月
で
あ
る
。
所
で

此
の
司
賑
仲
窪
の
作
戦
を
見
る
に
、
彼
は
自
ら
精
鋭
を
率
ゐ
て
遼
西
陸
蹄
よ
り
進
鯉
す
る
と
共
に
．
山
東
よ
り
海
軍
を
謎
し
、
築
浪
・
精

通
蔀
を
經
略
し
て
南
北
よ
り
公
孫
氏
を
挾
鍛
す
る
の
態
勢
を
と
っ
て
ゐ
る
。
そ
し
て
此
の
戦
略
は
彼
の
遠
征
を
成
功
せ
し
め
た
妓
大
の

グ

ゥ
除
６

原
因
を
な
し
て
ゐ
る
と
老
へ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
公
孫
氏
を
減
し
た
魏
は
新
に
扶
餘
及
び
高
句
歴
と
境
を
接
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
所
で

商
刷
班
は
魏
の
境
壊
を
窺
ひ
心
殊
に
海
上
に
出
で
ん
と
し
て
鵬
維
江
口
の
西
安
平
方
面
を
奪
は
ん
と
す
る
形
勢
を
示
し
、
叉
遥
か
に
江
南

の
奥
と
も
修
好
し
た
の
で
、
正
始
五
年
（
二
四
四
）
、
魏
は
幽
州
刺
史
母
丘
倫
を
遥
し
て
高
句
麗
を
伐
っ
た
。
此
の
時
の
作
戦
を
帆
る
に
、

母
丘
倣
は
自
ら
糖
鏡
を
率
ゐ
て
玄
菟
郡
（
撫
順
）
を
出
で
、
蕪
子
刈
に
沼
ひ
、
典
京
方
面
を
經
て
高
句
麗
の
根
艤
た
る
迩
瀧
方
面
に
入

り
、
〃
致
命
的
痛
暇
を
加
へ
る
と
共
に
、
魏
志
唾
二
扶
餘
仲
に

正
始
巾
。
剛
州
刺
史
母
丘
徐
討
棡
麗
。
遥
燕
兎
郡
太
守
王
脈
詣
扶
像
。
位
居
嘩
勢
辿
犬
加
効
迎
供
軍
糧
。
云
云
。

總
章
元
年
府
將
藤
仁
蛍
の
攻
照
む
る
扶
僻
城
一
毛
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總
索
元
年
庶
粥
膵
仁
炎
の
攻
陥
せ
る
狭
除
城
二
八
ノ

と
あ
る
如
く
、
別
に
玄
裁
那
太
守
王
航
を
し
一
」
狭
俵
左
經
略
せ
し
め
て
ゐ
る
。
此
の
遠
征
は
挟
除
が
叛
い
た
爲
め
で
も
な
け
れ
ば
、
魏
が

此
所
の
占
領
を
欲
し
た
鰯
め
で
も
無
く
、
い
は
ぱ
ｐ
怠
く
威
を
雌
か
し
た
丈
で
あ
っ
た
。
常
時
の
玄
裁
郡
治
は
今
の
撫
順
に
常
り
、
此
所
か

ら
は
北
方
御
元
雌
を
經
て
鐡
枇
に
赴
く
街
道
が
走
っ
て
ゐ
》
や
か
ら
、
王
欣
も
郡
を
出
て
此
の
街
道
に
由
り
鐵
嶺
・
開
原
を
經
て
農
安
な
る

挟
齢
の
首
都
に
入
っ
た
の
で
あ
ら
う
。
所
で
只
兵
威
を
槻
す
爲
め
に
の
み
わ
ざ
わ
ざ
此
の
遠
征
を
決
行
し
た
の
は
何
如
な
る
事
楕
に
因
つ

い

た
の
か
と
云
ふ
こ
と
が
新
に
問
題
と
な
る
。
恩
ふ
に
、
此
は
状
徐
の
恋
動
を
未
然
に
防
が
ん
と
し
た
も
の
に
相
違
無
く
も
又
か
く
扶
餘
の

１

悲
動
を
恐
れ
た
の
は
、
被
等
が
王
肌
と
反
對
に
玄
菟
に
討
っ
て
出
』
言
一
と
と
な
れ
ば
、
此
所
よ
り
高
村
歴
の
内
地
深
く
進
喋
せ
る
母
丘
倹

ｊ

鮭
了

の
軍
が
後
才
イ
遮
断
ぜ
ら
れ
、
亜
大
な
結
果
に
陥
る
か
ら
で
あ
っ
た
と
解
せ
も
れ
る
。
即
ち
魏
の
商
刷
瀝
遠
征
史
は
支
那
軍
が
海
河
心
蘇

子
河
に
沿
う
街
遁
に
由
っ
て
職
安
方
面
に
進
畷
す
る
際
に
は
そ
の
後
方
の
安
全
を
期
す
る
爲
め
に
農
安
方
面
を
制
唾
し
て
お
く
必
要
の
あ

っ
た
こ
と
を
歌
示
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。

又
先
に
論
述
し
た
魏
の
公
孫
氏
討
減
戦
史
は
、
支
那
本
土
の
躯
が
滿
鮮
に
跨
る
勢
力
を
討
減
す
る
篇
め
に
は
噌
遼
西
陸
路
よ
り
攻
め
入

る
と
共
に
、
海
軍
を
以
て
山
東
よ
り
朝
鮮
牛
恥
を
攻
略
し
、
雨
而
よ
り
挾
攻
す
る
必
要
の
あ
っ
た
こ
と
を
職
示
し
て
ゐ
る
。

さ
て
店
と
商
句
腿
と
の
攻
防
を
見
る
に
、
禰
時
の
商
・
楜
鰯
は
三
國
時
代
の
扶
餘
・
・
商
伽
麗
守
公
孫
氏
の
三
國
の
領
土
を
併
せ
た
地
域
に
．

。暑
兵
相
営
す
る
（
稲
↑
ぺ
せ
ま
い
）
地
を
悉
く
領
有
す
る
強
大
な
國
家
に
發
展
し
て
居
た
。
従
っ
て
此
を
攻
撃
す
る
唐
と
し
て
は
、
三
國
時

代
の
歴
史
が
激
へ
て
ゐ
ろ
所
の
海
陸
よ
り
す
る
南
北
挾
攻
作
戦
を
採
る
可
き
で
あ
っ
た
。
事
変
、
唐
の
作
戦
は
結
果
に
於
い
て
此
の
線
に』

浴
う
た
展
開
を
遂
げ
て
ゐ
る
。
即
ち
前
後
七
回
に
及
ぶ
府
の
高
句
麗
攻
躍
は
、
初
め
遼
西
陸
路
よ
り
の
力
攻
に
策
戦
の
中
心
を
お
い
て
ゐ

ゃ

た
が
、
成
果
思
は
し
か
ら
ず
、
よ
っ
て
新
羅
と
の
同
盟
を
蕊
化
し
、
協
力
し
て
先
づ
高
句
麗
の
照
國
百
濟
な
減
し
、
此
所
に
軍
隊
を
駐
屯

9

,
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啓

せ
し
め
．
高
何
迩
討
滅
戦
衝
時
に
は
此
の
駐
屯
軍
と
新
維
軍
と
を
以
て
高
何
鯉
を
背
面
か
ら
も
攻
醸
し
得
る
態
勢
を
盤
へ
て
ゐ
た
。
李
削

を
総
帥
と
せ
る
高
句
麗
討
滅
職
の
成
功
は
、
彼
の
將
才
に
負
ふ
所
大
な
」
っ
は
勿
論
で
あ
一
つ
が
、
か
う
し
た
挾
攻
態
勢
の
悪
前
に
於
け
る
整

備
が
興
っ
て
力
あ
っ
た
こ
と
も
見
逃
せ
な
い
。

此
の
挾
攻
態
勢
の
整
備
と
共
に
、
扶
餘
戟
鞠
の
制
唾
が
高
句
聡
都
城
へ
の
突
進
に
僻
行
し
て
重
要
な
意
義
を
有
し
て
ゐ
た
こ
と
も
、
三

國
時
代
の
戦
史
に
徴
し
て
明
か
で
あ
る
。
殊
に
此
の
扶
餘
作
戦
は
、
店
軍
が
揮
沁
・
藤
子
河
に
治
う
て
輯
安
方
伽
に
出
盤
す
る
策
戦
を
取

ら
ん
と
す
る
場
合
は
絶
對
に
必
要
で
あ
っ
た
。
所
で
聯
軍
の
進
準
は
、
後
述
す
る
如
く
、
そ
の
重
要
な
一
路
雲
と
此
の
街
道
に
求
め
、
契
腫

何
力
を
將
と
す
る
一
図
の
軍
を
此
よ
り
進
め
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
從
っ
て
店
が
扶
餓
韓
輔
の
制
墜
を
絶
對
に
必
要
と
し
て
居
た
こ
と
は
極

め
て
明
か
で
あ
る
。
然
も
此
の
扶
餘
韓
報
は
反
店
派
の
男
建
等
に
味
方
し
、
暦
軍
に
敵
對
し
て
居
た
こ
と
己
述
の
如
く
で
あ
る
か
ら
、
店

が
此
所
に
攻
略
の
軍
を
逢
っ
た
こ
と
は
譜
然
と
云
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。
所
で
店
の
扶
餘
城
攻
螺
に
開
す
る
泌
事
は
津
仁
蛍
の
攻
陥
記
事
を
除

い
て
他
に
は
見
受
け
ら
れ
な
い
。
従
っ
て
騨
仁
蛍
の
攻
署
せ
る
挟
餘
城
は
扶
餘
韓
靭
の
中
心
た
る
農
安
地
方
に
在
っ
た
も
の
と
解
す
可
き

で
あ
る
。

脈
の
扶
餘
妹
靭
攻
繋
は
高
句
副
内
に
深
く
進
蝶
せ
る
主
力
部
隊
の
後
方
聯
絡
を
確
保
し
背
後
遮
断
の
脅
戚
を
除
く
に
在
っ
た
こ
と
、
己

述
の
如
く
で
あ
る
。
さ
れ
ば
扶
餘
妹
幡
制
座
の
任
は
殿
後
軍
の
負
ふ
可
き
性
筑
い
も
の
で
あ
っ
た
。
鱗
っ
て
扶
除
城
を
攻
陥
し
た
樺
仁
堂

の
職
任
を
兄
為
に
、
己
述
の
如
く
、
殿
後
軍
の
將
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
此
の
一
蕊
こ
そ
は
彼
の
攻
陥
せ
る
扶
餘
城
が
農
安
地
方
な
る
こ

と
を
推
断
せ
し
む
る
大
き
な
根
蝶
と
云
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。
要
す
る
に
滿
支
鯛
勢
力
の
攻
防
戦
に
於
け
る
扶
餘
妹
靭
の
地
位
を
考
へ
、
此
を

彼
等
が
反
府
的
立
場
を
と
っ
て
ゐ
た
事
変
と
、
店
霞
の
進
蝶
策
戦
の
溌
際
と
に
結
び
つ
け
て
考
察
す
る
時
、
韓
仁
覚
り
攻
陥
し
た
扶
除
城

總
索
元
年
唐
將
蒔
仁
量
の
攻
陥
せ
率
っ
扶
除
城
、
二
九

」
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ケ

總
章
元
年
店
將
詳
仁
蛍
の
攻
陥
せ
る
扶
総
城
三
○

と
は
農
安
地
方
の
も
の
で
あ
っ
た
と
断
せ
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ
る
。
而
し
て
此
の
断
定
は
剛
國
攻
防
戦
の
推
移
を
細
か
く
観
察
す
る

時
、
愈
糞
そ
の
誤
ら
ざ
る
こ
と
が
確
證
せ
ら
れ
る
。
寧
ろ
此
の
断
定
の
上
に
立
つ
に
非
れ
ば
、
此
の
討
滅
戦
に
於
け
る
雨
軍
の
戦
署
と
合

理
的
に
解
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
の
で
あ
る
。
因
っ
て
項
を
更
め
て
雨
車
の
戦
署
を
仔
細
に
狐
察
し
て
扶
餘
城
が
今
の
農
安
の
地
な
る
扶

餓
妹
輔
の
根
礁
で
あ
っ
た
こ
と
を
確
證
す
る
こ
と
と
す
る
。
呼

第
三
項
店
。
。
商
句
麗
の
決
勝
戦
と
騨
仁
量
の
扶
餘
城
攻
階

府
の
商
柵
歴
討
減
の
役
は
商
句
麗
の
椎
臣
泉
蓋
蘇
文
の
死
後
、
嫡
子
醐
生
と
二
弟
男
建
・
男
産
と
の
間
に
惹
起
さ
れ
た
内
・
仏
の
好
機
に

乗
じ
た
も
の
で
あ
る
。
従
っ
て
此
の
戦
役
に
於
け
る
雨
軍
の
作
戦
を
考
察
す
る
に
は
、
先
づ
唐
単
進
準
前
に
於
け
る
遼
来
の
雨
派
別
勢
力

関
係
よ
り
見
て
行
く
必
要
が
あ
る
。
。

β

三
國
史
記
に
云
ふ
未
降
十
一
城
は
反
唐
派
た
る
男
建
黛
所
脇
の
も
の
で
あ
る
。
各
城
の
位
世
を
逐
一
明
か
に
す
る
こ
と
は
出
来
な
い

が
へ
そ
の
中
の
新
城
州
が
今
の
撫
順
、
遼
東
城
州
が
遼
陽
、
安
市
城
が
海
域
東
南
三
邦
里
の
英
城
子
に
當
る
こ
と
は
己
に
定
説
と
な
っ
て

ゐ
る
脈
で
あ
り
、
北
扶
総
城
が
農
安
の
地
な
る
こ
と
は
本
稿
に
究
明
し
た
如
く
で
。
あ
る
か
ら
、
男
建
等
抗
店
派
の
勢
力
は
扶
餘
城
（
農
安
）

よ
り
新
城
（
撫
順
）
遼
東
城
（
遼
陽
）
安
瓶
（
英
城
子
）
の
諸
城
を
結
ぶ
一
線
繭
即
ち
幽
境
一
群
と
確
保
し
て
居
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

右
四
城
以
外
の
節
・
豊
夫
・
桃
・
大
豆
山
・
屋
・
白
石
・
多
伐
嶽
等
七
城
の
位
澄
ば
判
ら
な
い
が
、
四
城
の
間
に
挾
ん
で
列
蕊
し
て
ゐ
る

鮎
よ
り
推
す
に
、
や
は
り
西
方
國
境
地
栫
に
東
北
よ
り
西
南
に
並
列
し
て
ゐ
た
の
で
あ
ら
う
。
即
ち
此
等
十
一
城
は
何
れ
も
巻
て
高
何
腿

が
東
北
扶
餘
よ
り
西
南
海
に
至
る
千
有
餘
里
に
わ
た
っ
て
築
い
た
長
城
を
外
壁
と
し
て
此
に
沿
う
地
帯
に
並
列
鮎
在
し
、
以
て
長
城
の
一

線
を
固
め
る
要
塞
群
の
役
荊
を
な
し
て
居
た
の
で
あ
ら
う
。

I
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次
に
己
降
十
一
城
の
位
逓
も
亦
此
を
知
悉
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
が
、
掠
臘
城
は
蚕
磯
城
で
今
の
輿
京
老
城
、
木
底
城
は
そ
の
西
方
の

朧
Ｓ

木
奇
、
南
蘇
城
は
撫
順
の
東
方
七
十
支
里
の
薩
鯛
獄
に
比
定
せ
ら
れ
、
國
内
州
の
輯
安
と
共
に
そ
の
比
定
は
確
定
的
と
な
っ
て
居
る
。
そ

し
て
掠
醐
（
蒼
厳
）
城
よ
り
國
内
州
の
間
に
列
せ
ら
れ
て
居
る
位
世
不
明
の
薮
口
・
甘
勿
主
・
麦
吋
谷
。
心
岳
の
四
城
は
富
剛
江
及
び
新

開
河
の
流
域
に
存
在
し
て
ゐ
た
も
の
で
あ
ら
う
と
推
測
せ
ら
れ
て
ゐ
る
。
鐙
後
の
暦
夫
裟
・
朽
岳
・
鐸
木
等
三
城
は
國
内
州
附
近
に
在
っ

た
の
で
は
な
い
か
と
も
想
は
れ
る
が
、
明
か
で
な
い
。
即
ち
十
一
州
の
中
八
州
は
服
唐
沢
の
泉
男
生
が
蝦
る
幽
内
州
よ
り
南
蘇
城
に
至
る

古
來
の
璽
要
交
通
路
上
に
沼
在
し
て
居
た
の
で
あ
る
。
此
の
街
道
を
南
蘇
城
よ
り
更
に
西
行
す
れ
ば
新
城
に
着
き
、
そ
れ
よ
り
更
に
西
行

を
綴
け
れ
ば
遼
刈
を
渡
っ
て
唐
領
に
入
る
を
得
た
。
然
し
新
城
は
男
建
祇
に
属
し
て
居
た
の
で
あ
る
か
ら
、
男
生
は
新
城
を
以
て
唐
単
と

の
聯
絡
を
絶
た
れ
て
居
た
わ
け
で
あ
る
。
。
、

逃
城
七
及
び
打
得
城
三
が
何
れ
も
男
建
派
に
属
す
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
は
云
ふ
迄
も
・
な
い
。
か
く
観
ず
る
に
．
兇
警
の
三
十
二
城

中
、
男
生
に
届
す
る
も
の
十
一
城
、
男
建
に
脇
才
る
も
の
二
十
一
城
と
な
る
。
但
し
此
の
三
十
二
城
は
鴨
緑
江
以
北
の
城
を
悉
し
た
も
の

で
は
無
く
、
差
し
常
り
唐
軍
の
作
戦
上
何
ら
か
の
意
味
で
問
題
と
な
っ
た
も
の
の
み
を
梁
げ
た
の
で
あ
ら
う
か
ら
、
右
の
釧
合
か
ら
直
ち

に
兄
弟
の
鵬
絲
江
以
北
に
於
け
る
勢
力
の
大
小
を
測
定
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
が
、
然
し
抗
唐
派
の
男
建
等
が
断
然
優
勢
で
、
服
唐
派
の

男
生
が
著
し
く
劣
勢
で
あ
っ
た
こ
と
丈
は
充
分
認
め
ら
れ
る
で
あ
ら
う
。
後
述
す
る
如
く
、
愈
盈
漉
が
遼
河
の
線
を
破
っ
て
突
入
し
た
時

に
は
男
生
派
十
一
城
の
中
、
南
蘇
・
水
底
・
蒼
巌
等
蘇
子
河
流
域
の
三
城
も
己
に
男
建
派
の
手
中
に
肺
し
て
ゐ
た
。
益
交
男
生
派
の
非
勢

で
あ
っ
た
こ
と
を
知
る
に
足
ら
う
。
府
軍
發
造
衡
時
の
商
句
腿
領
遼
東
内
に
於
け
る
派
別
勢
力
を
以
上
の
如
く
考
察
し
、
此
に
對
し
て
唐

軍
が
如
何
な
る
策
戦
を
採
っ
た
か
を
次
に
槻
察
す
る
。

總
牽
元
年
店
蹄
詳
仁
武
の
攻
陥
を
る
扶
僻
城
・
三
一
‐

1
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奄
込

た
に
蓮
ひ
あ
一
つ
ま
い
。
そ
れ
丈
に
新
城
の
悪
署
は
堅
固
で
あ
り
、
城
兵
も
精
軽
優
勢
で
、
攻
暑
に
長
い
日
子
を
愛
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か

っ
た
。
李
訓
が
新
城
に
對
し
て
半
永
久
的
な
柵
を
築
き
、
且
つ
攻
め
且
つ
守
る
の
策
を
と
っ
た
の
は
そ
れ
が
篤
め
で
あ
る
。
又
此
の
攻
城

戦
は
、
そ
れ
が
妓
初
の
突
破
大
作
戦
で
あ
っ
た
爲
め
、
陸
路
遼
東
に
向
っ
た
暦
の
諸
將
は
、
總
帥
李
勃
以
下
、
契
腫
何
カ
．
高
侃
・
師

總
毒
元
年
唐
蹄
蒔
仁
武
の
攻
陥
せ
る
扶
餘
城
三
一

店
の
高
柵
腿
討
滅
作
戦
は
大
観
し
て
前
後
雨
段
に
大
別
せ
ら
れ
て
居
た
様
で
あ
る
。
前
段
の
作
戦
は
鵬
絲
江
以
北
の
搬
定
で
あ
り
、
後

段
の
作
戦
は
鵬
絲
江
以
南
の
進
撃
攻
滅
で
あ
る
。
恥
維
江
を
以
て
雨
段
遜
別
の
境
と
し
た
の
は
、
先
づ
江
北
と
平
定
し
て
江
南
進
準
の
雄

場
を
固
め
、
服
唐
派
の
男
生
一
派
を
救
出
収
容
し
、
更
に
山
東
よ
り
出
進
せ
る
海
軍
と
聯
絡
し
、
か
く
て
新
陣
容
を
鑿
へ
た
上
で
妓
後
の

猛
攻
に
移
ら
ん
と
す
る
に
在
っ
た
様
で
あ
る
。
一
一
画
史
記
に
兇
え
る
蝿
書
き
は
そ
の
内
容
が
悉
く
江
北
の
城
砦
に
淵
す
る
も
の
の
み
で
あ

●
ろ
鮎
か
ら
推
し
て
明
か
な
如
く
、
此
の
前
段
作
戦
の
参
考
と
し
て
作
ら
れ
た
も
の
と
解
せ
ら
れ
る
。
此
の
前
段
作
戦
に
営
つ
た
の
は
李
訓

を
総
司
令
官
と
す
る
遼
西
經
由
の
陸
軍
主
力
部
隊
で
あ
る
。
亥
に
此
の
陸
軍
部
除
の
動
き
に
就
い
て
観
察
す
る
。

、

商
句
遜
の
西
境
一
帯
は
北
端
よ
り
南
端
に
才
雫
喜
迄
悉
く
反
勝
派
の
男
建
に
脇
す
る
諸
城
で
剛
め
ら
れ
て
ゐ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
前
段
作

戦
の
主
役
部
隊
と
し
て
遼
西
陸
路
よ
り
進
準
し
た
総
司
令
官
李
鋤
以
下
の
暦
の
↑
壬
力
軍
函
は
巍
上
の
側
弧
か
に
突
破
口
一
伍
作
ら
鰹
ぱ
な
ら

な
か
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
、
か
く
て
李
訓
が
選
ん
だ
境
上
突
破
地
雛
は
新
城
で
あ
っ
た
。
新
城
を
選
ん
だ
理
由
は
、
醤
店
愈
〕
唯
尊
屈
雄
仲
に

ブ
ブ

↓
晶
封
）
一
犀
二
鵠
綴
僅
琵
。
副
監
至
新
城
。
謂
諸
將
日
・
新
蓉
嵩
麗
幽
境
鎭
城
。
妓
黛
書
。
箔
不
先
固
。
除
城
未
易

可
下
。
逢
引
兵
。
於
新
城
西
南
擁
山
築
柵
。
且
攻
且
守
。
云
云
。

と
あ
る
如
く
、
此
所
を
抜
か
ず
し
て
は
他
城
の
攻
馨
成
ら
ず
と
観
て
と
っ
た
か
ら
で
あ
る
と
云
ふ
。
名
將
李
動
の
判
断
で
あ
る
か
ら
正
に

丘

そ
の
通
り
で
あ
っ
た
の
で
あ
ら
う
が
や
又
服
店
派
た
る
國
内
城
の
男
生
と
聯
絡
を
取
る
上
に
重
要
で
あ
っ
た
こ
と
も
理
由
の
一
つ
で
あ
つ

、

1



－

－

’
玉

同
善
・
疎
仁
貴
等
何
れ
も
此
に
参
加
し
た
。
か
く
て
唐
軍
の
總
兵
力
を
集
中
し
て
力
攻
す
る
こ
と
約
竿
歳
、
九
月
に
至
っ
て
漸
く
此
を
陥

れ
た
。
新
城
が
焔
る
と
此
所
に
集
っ
て
居
た
諸
將
は
夫
觜
別
仙
の
作
戦
に
従
ふ
こ
と
と
な
っ
た
。

先
つ
総
司
令
官
李
訓
の
行
動
を
見
る
に
、
己
に
池
内
先
生
の
考
證
せ
ら
鯉
て
ゐ
る
如
く
、
遼
東
。
安
市
等
十
六
城
を
破
っ
て
ゐ
る
。
蓋

し
新
城
以
南
の
境
上
一
帯
に
在
る
諸
城
、
即
ち
反
唐
派
に
属
す
る
諸
城
を
攻
響
し
た
の
で
あ
ち
う
、
そ
し
て
彼
は
今
の
九
連
城
に
比
定
せ

ら
れ
る
大
行
城
に
出
て
ゐ
る
。
従
っ
て
右
の
十
六
城
は
新
城
よ
り
南
下
し
て
安
市
城
方
面
に
出
で
、
更
に
火
し
て
大
行
城
に
至
る
間
に
在

っ
た
城
で
、
何
れ
も
男
建
派
に
属
し
て
居
た
の
で
あ
ら
う
。
李
劾
が
鵬
絲
江
下
流
の
大
行
城
方
面
を
目
指
し
て
突
進
し
た
の
は
、
別
に
山

東
よ
り
差
逃
せ
ら
れ
た
水
軍
と
聯
絡
し
、
総
司
令
官
と
し
て
全
軍
の
掌
握
を
早
急
に
成
就
し
、
以
て
後
段
作
戦
へ
の
移
行
を
促
進
せ
ん
と

す
る
に
在
っ
た
も
の
と
思
は
虹
ろ
。

李
劾
の
発
進
後
も
契
芯
何
力
や
騨
仁
貴
等
の
部
將
は
大
抵
新
城
に
残
留
し
て
ゐ
た
様
で
あ
る
。
從
っ
て
そ
の
部
兵
を
擁
し
た
新
城
の
唐

軍
は
術
頗
る
優
勢
で
あ
っ
た
。
此
の
残
留
里
の
司
令
官
と
な
っ
た
の
は
、
冊
府
元
蝿
確
執
外
臣
部
・
征
討
門
に

る

．
｝
乾
封
二
年
九
月
。
李
劾
捗
高
麗
之
新
城
。
辿
副
將
契
腫
仙
力
守
之
。

と
あ
る
如
く
契
晒
何
力
で
あ
っ
た
。
叉
此
の
記
聖
に
よ
っ
て
彼
が
李
削
の
下
に
副
總
剴
令
官
を
つ
と
め
て
居
た
こ
と
も
知
ら
れ
ろ
。
彼
は

高
柵
腿
に
内
祇
が
起
り
、
男
生
の
諸
附
求
按
使
が
着
断
し
た
際
、
取
敢
ず
赴
援
雁
接
の
爲
め
に
差
遁
を
命
ぜ
ら
恥
、
遼
来
道
安
撫
大
使
の

職
を
瀞
び
て
況
先
に
出
征
し
た
者
で
あ
る
。
や
が
て
戦
争
が
職
大
し
て
更
に
李
訓
が
総
司
令
官
と
し
て
遥
さ
れ
、
安
撫
大
使
の
任
を
帯
す

る
に
及
び
、
彼
の
安
撫
大
使
は
當
然
解
征
せ
ら
れ
た
こ
と
と
思
は
れ
る
が
、
そ
れ
と
共
に
副
總
司
令
官
と
な
っ
て
ゐ
た
の
で
あ
ら
う
。
要

鎭
新
城
を
喪
つ
た
高
句
瀧
は
當
然
の
措
世
と
し
て
此
が
奪
還
に
力
を
入
れ
、
新
城
の
附
近
に
大
兵
を
集
中
し
た
。
唐
軍
の
新
城
残
留
部
隊

總
軍
元
年
唐
將
蒔
仁
愛
の
攻
陥
せ
る
扶
総
城
一
二
一

一

１
１

‐

■
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總
軍
元
年
唐
粥
蒔
仁
世
の
攻
陥
せ
る
扶
録
城
三
囚

が
多
か
っ
た
の
は
、
か
う
し
た
敵
の
逆
襲
に
對
し
な
け
肌
ぱ
な
ら
な
か
っ
た
爲
め
で
あ
る
。
高
州
腿
の
逆
襲
に
就
い
て
は
新
店
書
誌
缶
契
・

腿
何
カ
体
に
」

唾
。
帥
己
抜
新
城
Ｕ
留
何
力
守
。
時
高
腿
兵
十
五
蔑
屯
遼
水
。
引
秣
蝿
衆
数
萬
礎
南
蘇
城
。
何
力
奮
繋
破
之
Ｊ
斬
首
高
級
。

と
あ
り
、
雷
簡
書
確
狂
同
人
徳
に
も

色

呼
高
雌
有
衆
十
五
萬
。
屯
於
遼
水
。
又
引
秣
概
数
寓
推
南
蘇
城
。
何
ヵ
審
盤
皆
大
破
之
。
斬
首
萬
餘
級
。

と
あ
っ
て
、
李
訓
の
発
進
後
、
新
城
の
東
方
速
か
ら
ぬ
南
蘇
城
に
秣
幡
兵
數
萬
が
擦
っ
て
新
城
を
脅
か
し
、
又
高
腿
兵
十
五
猟
が
遼
水
に

丘
【

屯
し
て
同
じ
く
新
城
に
迫
ら
ん
と
し
て
居
た
と
云
ふ
。
此
等
の
兵
が
男
建
派
の
者
で
あ
る
こ
と
は
極
め
て
明
か
で
あ
る
。
、
し
て
遼
水
に

屯
し
た
者
を
高
腿
兵
と
云
ひ
、
南
蘇
城
に
織
っ
た
者
を
秣
輔
兵
と
云
っ
て
ゐ
る
が
、
そ
の
箕
は
何
れ
も
高
何
麗
國
軍
鱗
成
の
通
則
通
り
高

句
寵
兵
と
妹
鵜
兵
と
の
合
同
軍
で
あ
っ
た
に
相
違
な
い
。
此
を
或
は
高
腿
兵
と
云
ひ
、
或
は
韓
報
兵
と
云
つ
で
ゐ
る
の
は
、
単
な
る
行
文

ノ

の
紋
か
、
若
し
く
は
現
地
か
ら
の
報
告
が
一
は
そ
の
國
籍
に
従
っ
て
高
蝿
兵
と
し
て
通
報
せ
ら
奴
、
一
は
そ
の
主
力
の
賛
艘
に
従
っ
て
妹

〆

縄
兵
と
し
て
通
報
せ
ら
れ
た
爲
め
か
で
あ
ら
う
。
又
十
五
萬
と
云
ひ
、
數
寓
と
云
っ
て
ゐ
る
の
も
．
共
に
大
軍
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
丈

で
、
萱
数
が
か
く
も
多
か
っ
た
と
見
る
必
要
は
あ
る
ま
い
。
学

南
蘇
城
は
、
己
述
の
如
く
、
新
城
攻
躍
前
に
は
服
唐
派
の
男
生
に
脇
し
て
ゐ
た
。
そ
れ
が
今
や
新
城
に
脅
威
を
與
へ
る
有
力
部
隊
の
擁

城
と
な
っ
て
ゐ
る
の
は
、
男
建
祇
が
此
を
奪
取
し
た
こ
と
を
示
す
。
而
し
て
此
所
に
渡
っ
た
と
云
ふ
有
力
な
戦
鵜
兵
は
ど
こ
か
ら
発
遣
せ

。
一

ら
れ
た
者
で
あ
る
か
を
老
へ
る
に
、
そ
れ
は
恐
ら
く
輝
発
河
流
域
の
粟
末
秣
報
で
あ
っ
た
の
で
あ
ら
う
。
彼
等
が
夙
く
南
北
朝
時
代
よ
り

高
句
麗
に
臣
脇
し
て
ゐ
た
こ
と
は
本
論
に
詳
考
し
た
如
く
で
あ
る
。
彼
等
は
高
刎
腿
存
亡
の
此
の
戦
に
駆
り
催
さ
れ
輝
発
河
流
域
よ
り
潔

一

1．

1
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俵
陰

河
の
上
源
に
出
で
、
蘇
子
河
の
流
域
に
入
っ
て
南
蘇
城
を
占
磯
し
た
の
で
あ
ら
う
。
そ
し
て
此
の
占
擦
は
男
建
派
が
男
生
と
唐
と
の
聴
絡

を
遮
断
し
、
且
つ
新
城
内
に
寵
ろ
自
派
の
兵
を
鰐
援
し
つ
上
店
軍
の
東
進
を
防
が
ん
爲
め
に
、
新
城
賂
落
以
前
に
成
就
し
、
陥
落
以
後
そ

の
奪
回
へ
の
足
場
と
し
た
の
で
あ
ら
う
。

一
方
、
遼
水
に
屯
し
た
と
云
ふ
軍
に
就
い
て
老
へ
る
に
、
先
づ
そ
の
屯
駐
地
は
遼
水
に
沿
う
一
要
地
で
あ
る
と
共
に
新
城
に
出
る
交
通

路
上
の
要
衝
で
も
あ
っ
た
筈
で
あ
る
か
ら
、
恐
ら
く
今
の
繊
嶺
附
近
で
あ
ら
う
。
此
所
か
ら
は
禽
元
鯉
を
經
て
撫
順
、
即
ち
新
城
に
入
る

街
道
が
あ
り
、
新
城
は
箕
に
此
の
街
道
を
犯
す
ろ
城
塞
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
か
く
老
へ
る
と
、
此
の
軍
の
発
進
地
は
恐
ら
く
扶
餘
地
方

で
、
十
五
萬
と
號
す
る
犬
軍
の
主
髄
も
扶
餘
職
蝿
で
あ
っ
た
の
で
あ
ら
う
。
即
ち
遼
水
に
屯
し
た
高
句
麗
軍
と
云
ふ
の
は
、
勿
論
、
若
干

の
商
扣
腿
兵
を
交
へ
て
ゐ
た
で
は
あ
ら
う
が
、
そ
の
変
、
殆
ん
ど
す
べ
て
扶
餘
韓
報
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
同
様
に
、
南
蘇
城
に
織
っ
た

と
云
ふ
回
倣
妹
蝿
の
中
に
も
若
干
の
高
句
瀧
兵
が
交
っ
て
ゐ
た
で
あ
ら
う
。

．
以
上
の
考
察
に
蝶
り
、
新
城
を
喪
つ
た
商
句
腿
は
粟
末
妹
蝿
を
動
員
し
て
、
南
蘇
城
と
鐵
嶺
地
方
と
を
双
柄
と
す
る
鋏
状
攻
盤
に
依
り

此
を
奪
迩
せ
ん
と
し
て
ゐ
た
こ
と
が
明
か
と
な
っ
た
。
此
に
對
す
る
新
城
残
留
部
隊
の
策
戦
を
見
る
に
、
先
描
契
越
何
力
傳
に
は
彼
が
此

の
雨
面
の
軍
を
共
に
喋
退
し
た
か
の
如
く
紋
し
て
ゐ
る
。
然
し
彼
一
人
が
此
の
雨
軍
を
共
に
準
破
し
た
と
は
ど
う
し
て
も
受
取
り
難
い
。

二
佃
の
敵
部
隊
は
新
城
を
挾
ん
で
反
對
の
方
而
に
遠
く
離
れ
て
駐
擁
し
て
ゐ
た
。
此
れ
、
被
れ
－
人
が
雨
軍
を
共
に
破
っ
た
と
考
へ
難
い

第
一
の
理
由
で
あ
る
。
又
新
城
に
は
顧
同
善
・
高
侃
・
藤
仁
愛
等
の
恢
將
が
居
た
。
彼
等
が
契
睦
何
力
只
一
人
を
煩
は
し
て
坐
硯
し
て
ゐ

た
筈
は
な
い
。
此
れ
第
二
の
理
由
で
あ
る
。
契
魑
何
力
が
破
っ
た
敵
は
何
れ
か
．
一
方
で
、
他
は
僚
將
中
の
誰
か
が
常
つ
た
と
解
す
可
き
で

あ
る
。

總
章
元
年
麿
粥
膵
仁
愛
の
攻
陥
ぜ
る
扶
除
城

～

I

l
l

一

一

五
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、

總
章
元
年
暦
粥
膵
仁
蛍
の
攻
陥
せ
る
扶
除
城
．
一
三
〈

戯
つ
・
て
先
禍
新
醤
雨
店
書
の
契
迩
何
カ
体
の
紋
き
な
兇
る
と
、
前
者
に
は

乘
勝
進
。
抜
八
城
。
引
兵
還
。
典
鋤
會
。

と
あ
り
、
後
者
に
は

乘
勝
而
進
。
凡
抜
七
城
。
乃
廻
軍
。
↑
會
英
國
公
李
鋤
於
鵬
沸
水
。

と
あ
っ
て
、
八
城
又
は
七
城
を
抜
い
た
後
ち
、
先
に
大
行
城
方
面
よ
り
鵬
絲
水
に
達
し
て
ゐ
た
李
勃
の
軍
に
命
し
た
と
云
ふ
。
此
の
八
城

及
び
七
城
に
就
い
て
は
己
に
池
内
先
生
の
適
確
な
解
説
が
あ
る
。
即
ち
此
の
七
城
は
先
掲
蝿
香
の
鵬
沸
水
以
北
己
降
十
一
城
中
の
南
蘇
を

っ
除
く
木
底
・
誉
朧
（
掠
胤
）
・
薮
口
。
甘
勿
主
・
麦
田
谷
・
心
岳
・
國
内
の
諸
城
で
、
八
城
は
此
に
南
蘇
を
加
へ
た
も
の
で
あ
る
。
即
ち
此

の
解
読
に
依
り
、
契
趨
何
力
が
準
破
し
た
の
は
爾
蘇
城
の
敵
で
あ
っ
た
こ
と
、
彼
は
敵
首
蕊
餘
級
を
斬
り
城
を
陥
れ
て
後
ち
、
更
に
蘇
子

河
に
沿
う
街
道
の
梗
来
を
啓
開
し
、
以
て
國
内
城
に
搾
る
泉
男
生
の
躯
に
聯
絡
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
．

契
越
何
力
は
泉
男
生
の
求
援
の
使
が
謡
府
し
た
時
、
取
敢
歩
赴
援
唯
接
せ
し
む
可
く
差
遥
せ
ら
れ
た
者
で
、
そ
の
こ
と
は
査
治
通
鑑

唯
一
一
唐
紀
・
乾
封
元
年
の
條
に

・
男
生
走
保
別
城
（
國
内
城
）
。
使
其
子
献
誠
。
詣
閲
求
救
ｏ
六
月
壬
寅
。
以
右
厩
術
大
將
軍
契
腫
何
力
爲
遼
来
道
安
撫
大
使
。
將
兵
救

之
。
以
献
誠
爲
右
武
術
將
軍
。
使
爲
郷
導
。

。
と
明
記
せ
ら
れ
て
ゐ
る
。
即
ち
彼
は
本
圃
發
進
の
際
よ
り
國
内
城
の
男
生
救
出
の
任
左
波
け
ら
れ
て
ゐ
た
の
で
あ
る
。
彼
が
南
蘇
の
敵
を

〆
、
一
ロ

警
破
，
萱
に
國
内
鍵
の
恩
を
篇
し
た
の
は
、
か
ぅ
し
た
彼
の
掻
塁
鷺
ん
鳶
め
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
蕊
瀧
絲

水
の
李
訓
に
脅
し
た
の
は
男
生
救
出
の
大
任
を
果
し
た
彼
と
し
て
、
更
に
鵬
緑
江
以
南
の
後
段
作
戦
に
参
加
せ
ん
が
爲
め
で
あ
る
。

■ 可
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一
■
日

さ
て
李
勃
。
契
晒
何
力
等
が
そ
れ
そ
れ
束
進
の
念
務
を
帯
し
て
居
た
と
す
れ
ば
、
新
城
に
残
っ
て
此
を
守
備
す
可
き
者
は
踊
同
善
・
高

侃
・
纈
仁
蛍
等
の
諸
將
で
あ
っ
た
こ
と
と
な
る
。
殊
に
藤
仁
貴
は
殿
後
軍
の
將
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
妓
後
迄
新
城
に
礎
柵
し
て
此

が
保
術
に
常
る
可
き
使
命
を
有
し
て
ゐ
た
も
の
と
解
ぜ
ら
れ
ろ
。
先
に
契
睦
何
力
が
新
城
残
留
軍
の
將
と
し
て
留
つ
た
こ
と
を
博
へ
た
記

事
を
紹
介
し
、
一
雁
此
を
記
事
の
ま
ま
に
受
取
っ
て
お
い
た
が
、
澱
は
彼
も
亦
急
ぎ
東
進
す
可
き
遁
大
粍
務
溌
店
帝
よ
り
授
け
ら
れ
て
居

①

た
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
痩
留
は
李
訓
の
新
城
出
發
直
後
の
こ
と
を
云
っ
た
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
而
し
て
彼
が
李
勅
と
同
時
、
若

し
く
は
先
だ
っ
て
新
城
を
発
進
し
な
か
っ
た
の
は
、
そ
の
進
路
を
新
城
の
隣
東
た
る
南
蘇
城
に
於
い
て
高
句
麗
軍
に
妨
過
せ
ら
れ
て
ゐ
た

篤
め
で
あ
ら
う
。
か
く
彼
は
止
む
を
得
ず
し
て
獅
時
新
城
に
留
壼
つ
た
が
、
然
し
そ
れ
は
南
蘇
方
面
の
敵
情
を
偵
知
す
る
迄
の
こ
と
で
あ

っ
て
、
や
が
て
敵
情
が
判
明
す
る
と
共
に
新
城
を
出
で
南
蘇
城
の
攻
陥
に
力
を
注
い
だ
の
で
あ
ら
う
。
さ
れ
ば
彼
の
新
城
礎
留
は
短
畔
日

で
あ
っ
た
と
思
は
れ
る
が
、
副
總
司
令
官
と
し
て
李
劾
に
次
ぐ
地
位
を
有
し
て
居
た
彼
は
、
そ
の
残
留
期
間
、
欝
然
在
新
城
軍
の
総
帥
と

な
っ
て
ゐ
た
筈
で
あ
る
。
從
っ
て
李
訓
が
新
城
を
発
進
す
る
際
、
契
畦
何
力
を
残
留
軍
の
総
帥
と
し
た
と
云
ふ
先
拙
冊
府
元
継
の
記
事
は

決
し
て
虚
傳
で
は
な
い
。
只
そ
れ
が
止
を
得
ず
残
留
し
た
短
時
側
の
間
の
總
帥
で
あ
っ
た
こ
と
を
補
足
す
る
必
要
が
あ
る
だ
け
で
あ
る
。

契
越
仙
力
が
発
進
し
た
後
ち
の
新
城
の
總
帥
と
な
っ
た
者
が
誰
で
あ
る
か
は
判
ら
な
い
が
、
聡
同
善
・
高
侃
。
蘇
仁
武
等
の
諸
將
が
残
留

し
て
城
を
守
っ
て
居
た
こ
と
は
確
證
が
あ
る
。
畢

課
滞
苅
鑑
唾
一
一
店
紀
・
乾
封
二
年
九
月
辛
未
の
條
に
、
新
城
を
陥
れ
た
李
勃
が
史
に
他
、
に
進
繋
し
た
こ
と
を
述
べ
た
後
ち

師
同
善
・
高
侃
尚
在
新
城
。
呆
男
建
遥
兵
襲
其
替
。
左
武
醤
將
軍
醸
仁
愛
嬢
破
之
。

と
あ
り
、
冊
府
元
蝿
確
劫
外
隈
部
征
討
門
や
溌
府
韮
凹
垂
八
及
び
新
厭
苦
鐙
一
の
各
騨
仁
置
傳
に
も
此
に
相
鷲
す
る
記
酢
が
あ
っ
て
、
新
城

總
章
元
年
膳
肘
蘇
仁
蛍
の
攻
陥
せ
る
扶
除
城
三
七

1
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、

甚

、

總
章
元
年
店
描
詳
仁
武
の
攻
陥
せ
る
扶
除
城
三
八

奪
回
に
來
製
し
た
敵
を
寵
・
商
・
碑
の
三
將
が
破
っ
た
と
博
へ
て
ゐ
る
が
．
此
は
新
城
守
備
の
係
を
彼
等
三
人
が
受
持
っ
て
居
た
こ
と
を

示
す
。
尚
傅
に
依
れ
ば
此
の
來
襲
は
夜
襲
で
あ
っ
た
と
云
ふ
ｏ
所
で
考
へ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
の
は
、
此
の
敵
は
ど
こ
か
ら
来
襲
し
た
者
で
あ

る
か
と
云
ふ
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
は
必
ず
南
蘇
城
に
擁
っ
て
ゐ
た
者
か
、
叉
ば
遼
水
に
屯
し
て
居
た
者
か
、
毛
の
何
れ
か
で
な
け
れ
ば
蔵

ら
ぬ
。
而
し
て
そ
の
来
襲
を
防
い
だ
大
將
は
寵
・
商
・
疎
の
三
人
で
あ
っ
た
と
云
ひ
、
契
睦
何
力
の
名
が
そ
の
中
に
見
え
な
い
の
は
、
此

の
敵
が
遼
水
に
屯
し
て
居
た
兵
で
あ
っ
た
こ
と
を
推
知
せ
し
め
る
。
若
し
南
蘇
城
の
敵
兵
な
ら
ば
，
契
歴
何
力
も
そ
の
戦
に
参
加
し
、
寧

ろ
中
心
的
役
割
を
果
し
て
居
た
筈
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
契
睦
何
力
の
参
加
し
た
形
迩
が
無
い
の
は
、
彼
が
専
ら
南
蘇
城
の
敵
に
儲
っ
て

ゐ
た
か
ら
に
相
違
な
く
、
敵
の
夜
襲
が
あ
っ
た
時
、
彼
は
恐
ら
く
己
に
南
蘇
城
に
向
け
て
出
陣
し
て
ゐ
た
も
の
と
解
ぜ
ら
れ
る
。
或
は
思

ふ
に
、
南
蘇
城
に
對
す
る
攻
準
を
牽
制
ぜ
ん
が
爲
め
に
遼
水
の
敵
の
新
城
夜
襲
と
な
っ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。
此
の
牽
制
の
鴬
否
は
し
ば

ら
く
疑
問
と
す
る
も
、
と
に
か
く
来
襲
の
敵
が
遼
水
に
屯
し
て
居
た
扶
餘
妹
鞘
で
あ
っ
た
こ
と
は
殆
ん
ど
談
り
な
い
も
の
と
思
は
れ
る
。

そ
の
來
襲
は
彼
等
の
屯
駐
地
と
推
定
せ
ら
れ
る
鐡
繊
方
面
よ
り
會
元
鯉
經
由
の
街
道
を
攻
め
上
っ
た
の
で
あ
ら
う
。
か
く
老
へ
る
と
、
上

掲
蚕
治
通
鑑
の
記
事
の
綾
き
に

侃
進
至
金
山
。
與
高
班
職
不
利
。
高
腿
乘
勝
逐
北
。
仁
黄
引
兵
横
嬢
大
破
之
。
斬
首
五
寓
除
級
や

一
。
、
画

と
あ
る
金
山
の
方
位
、
及
び
金
山
の
戦
の
意
義
も
自
ら
明
か
と
な
っ
て
來
ろ
。

遼
河
に
十
五
萬
と
號
す
」
勾
高
付
流
の
大
軍
が
屯
し
て
新
城
を
窺
ひ
、
途
に
夜
襲
さ
へ
仕
掛
け
て
來
た
と
す
れ
ば
、
此
の
屯
駐
軍
を
螺
砕

言
せ
ざ
る
限
り
新
城
の
脅
威
は
除
か
れ
な
か
っ
た
わ
け
で
、
新
城
守
備
の
三
將
は
構
然
此
の
繋
破
に
乗
出
し
た
筈
で
あ
る
。
金
山
の
戦
は
必

ず
夜
襲
の
敵
を
破
っ
た
新
城
の
三
將
が
勝
に
乘
じ
て
そ
の
北
げ
ろ
を
逐
ひ
、
大
彊
峨
峨
を
演
じ
た
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
遼
河
に
屯

▲
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b 夕

總
牽
元
年
暦
粥
膵
仁
愛
の
攻
陥
せ
る
扶
畭
城
阿
○

と
の
撰
を
抱
か
せ
る
。
そ
こ
で
此
の
矛
盾
を
解
決
す
る
必
要
が
生
じ
て
來
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
妓
も
手
取
り
早
い
安
易
な
方
法
と
し
て

は
、
先
の
比
定
を
棄
て
、
新
に
金
山
を
南
蘇
城
の
近
く
新
城
寄
り
の
地
に
比
定
し
直
す
と
云
ふ
案
が
老
へ
ら
れ
る
。
然
し
か
か
る
老
へ
は

絶
對
に
容
さ
れ
な
い
と
云
ふ
頭
傭
が
存
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。

耐
蘇
・
水
底
・
蒼
朕
の
三
城
は
新
城
よ
り
蘇
子
河
の
流
域
に
沿
っ
て
商
刎
腿
の
國
内
城
に
至
る
街
道
上
の
要
塞
で
あ
る
。
此
莚
攻
階
し

て
東
進
す
可
き
部
隊
は
國
内
城
の
糸
男
生
を
救
按
す
る
征
務
と
負
ふ
た
者
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
而
し
て
此
の
大
任
を
店
帝
よ
り
授
け
ら

れ
て
居
た
の
は
契
瞳
何
力
の
部
隊
で
あ
る
。
邪
批
、
彼
が
右
の
三
城
を
含
む
八
城
を
経
略
し
て
國
内
城
の
泉
男
生
に
聯
絡
し
、
そ
の
大
任

を
果
し
た
こ
と
は
己
述
の
如
く
で
あ
る
。
契
魁
佃
力
が
己
に
経
略
し
た
諸
城
を
蕪
仁
蛍
が
再
び
経
略
す
る
必
要
は
無
か
っ
た
筈
で
あ
る
。

の
み
な
ら
ず
、
金
山
に
戦
っ
た
俸
仁
没
は
殿
後
率
の
將
で
、
そ
の
主
任
務
は
新
城
を
確
保
し
、
此
所
よ
り
奥
深
く
進
準
し
て
行
つ
た
唐
の

諸
車
の
後
方
聯
絡
を
安
全
に
す
る
に
在
っ
た
。
さ
う
し
た
任
務
と
有
つ
彼
が
、
上
禍
登
治
邇
鑑
の
丈
に
云
ふ
が
如
く
、
南
蘇
等
三
城
を
政

陥
し
更
に
速
く
國
内
城
に
向
っ
て
進
出
す
る
袴
は
な
い
。
殊
に
扶
餘
方
面
の
稼
淵
の
脅
威
が
除
か
れ
ざ
る
以
前
に
新
城
を
放
任
し
て
か
か

る
行
動
に
出
る
こ
と
は
絶
對
に
許
さ
れ
な
か
っ
た
答
で
あ
る
。
軍
に
筈
と
云
ふ
だ
け
で
無
く
、
論
よ
り
證
蝶
、
世
際
に
南
蘇
等
の
諸
批
を

経
略
し
て
國
内
城
と
聯
絡
を
通
じ
た
の
は
、
．
初
め
か
ら
そ
の
従
務
産
辮
し
て
ゐ
た
契
臆
佃
力
で
あ
る
こ
と
、
己
述
の
如
く
で
あ
る
。
か
く

。
〆

騨
仁
貴
等
の
南
蘇
城
及
び
そ
れ
以
東
方
面
へ
の
進
挙
に
可
能
性
が
無
く
寧
ろ
そ
の
活
動
方
向
は
扶
餘
黙
蝿
の
脅
威
除
去
に
在
っ
た
と
推
考

せ
ら
れ
る
以
上
、
金
山
を
以
て
束
迷
河
方
面
な
ら
ん
と
す
る
説
を
棄
て
、
此
左
南
蘇
城
方
面
に
求
め
直
す
必
要
は
な
く
な
る
。
金
山
在
北

説
よ
り
生
ず
る
矛
盾
は
他
の
面
か
ら
解
決
す
可
き
で
あ
ら
う
。
筆
者
は
此
の
矛
盾
を
以
て
華
者
の
位
世
比
定
の
談
よ
り
生
ず
る
も
の
で
は

な
く
、
史
料
と
し
て
の
上
鍋
記
郡
自
体
の
錯
談
に
由
る
も
の
と
思
考
す
る
。
‐
‐
、
’

一
，
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さ
て
、
唐
の
本
土
よ
り
陸
路
を
進
ん
だ
李
訓
祇
帥
の
唐
蠣
が
新
城
に
集
中
し
て
此
産
攻
階
し
た
後
ち
は
、
数
手
に
分
れ
て
作
戦
を
開
始

し
た
結
果
、
そ
の
作
戦
地
域
は
隣
大
と
な
り
、
然
も
戦
闘
は
各
地
に
行
は
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
さ
れ
ば
店
朝
に
集
中
す
る
戦
況
報
告
は

新
城
階
落
後
頓
に
頻
繁
錯
綜
と
加
へ
た
筈
で
あ
る
。
然
し
そ
れ
等
の
報
告
は
史
官
の
手
に
よ
冒
し
到
着
の
都
度
記
鋒
せ
ら
れ
た
で
あ
ら
う

し
、
叉
そ
の
際
に
は
そ
れ
が
ど
の
戦
線
で
、
何
時
、
誰
の
部
隊
の
塁
げ
た
戦
果
で
あ
る
か
と
云
ふ
こ
と
も
明
確
に
知
ら
れ
て
ゐ
た
で
あ
ら

う
。
所
が
飾
文
に
は
力
を
入
れ
る
が
救
述
の
内
容
表
現
に
ば
大
雑
把
な
伽
向
を
も
つ
支
那
の
文
筆
家
が
錯
綜
す
る
各
地
の
戦
況
を
逐
次
記

令

録
し
た
結
果
は
、
此
を
閲
誠
す
る
後
人
を
し
て
そ
の
戦
果
と
、
戦
果
を
翠
げ
た
武
將
や
部
隊
、
場
所
、
時
等
と
の
闘
係
に
就
い
て
錯
挟
を

抱
か
し
め
る
が
如
き
記
述
を
残
し
た
の
で
は
な
い
か
と
想
は
れ
る
。
契
睦
何
力
等
が
蕊
げ
た
笹
の
南
蘇
等
諸
城
の
攻
略
戦
果
が
韓
仁
貴
等

の
戦
果
な
る
か
の
如
く
に
仰
へ
ら
れ
て
ゐ
る
の
も
、
或
は
か
う
し
た
事
晴
に
由
っ
て
生
じ
た
錯
淡
で
は
あ
る
ま
い
か
。
か
く
老
へ
て
此
心

戦
役
に
閥
す
る
諸
記
事
を
見
直
す
に
、
確
か
に
そ
れ
と
認
め
ら
れ
る
も
の
が
一
二
な
ら
ず
見
出
さ
れ
る
。
そ
の
一
例
を
此
所
に
問
題
と
な

っ
て
ゐ
る
契
腫
何
力
に
就
い
て
示
し
て
お
く
。
。

一
一

‐
奮
店
審
確
奉
梨
汁
必
何
力
傳
に

〃

乾
封
元
年
。
叉
爲
遼
東
道
行
軍
大
總
管
兼
安
撫
大
使
。
商
腿
有
衆
十
五
萬
屯
於
遼
水
。
又
引
緋
蝿
数
測
帳
南
蘇
城
。
何
力
奪
峡
皆
破

之
。
斬
首
閥
餘
級
。
乘
勝
叩
進
。
凡
抜
七
城
。
乃
廻
軍
。

と
あ
り
、
新
暦
害
毒
年
同
人
傳
に
も
同
様
の
記
事
が
あ
る
こ
と
、
先
に
引
用
し
て
説
明
し
て
お
い
た
如
く
で
あ
る
。
所
で
彼
が
南
蘇
城
を
一

破
り
、
史
に
七
城
を
從
へ
て
國
内
城
へ
の
聯
絡
を
啓
い
た
こ
と
は
紛
れ
な
い
訓
武
で
あ
る
が
、
遼
水
の
敵
を
破
っ
た
の
は
、
上
述
の
如
く

騨
仁
黄
等
新
城
留
守
の
三
將
で
あ
る
。
従
っ
て
体
に
遼
水
・
南
蘇
の
敵
を
共
に
彼
が
雌
破
し
た
と
云
ふ
の
は
狭
り
で
、
通
水
の
戦
果
は
諄

總
章
元
年
唐
塒
蒔
仁
賢
の
攻
陥
せ
る
扶
除
城
“
．
川
一

｜
4
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總
軍
元
年
唐
將
蒔
仁
貴
の
攻
陥
せ
る
扶
餘
城
四
二

、

仁
貴
等
の
武
功
が
誤
っ
て
彼
に
移
さ
れ
て
居
る
の
で
あ
る
。
然
し
誤
っ
て
契
秘
何
力
の
功
と
せ
ら
れ
て
ゐ
る
右
の
遼
水
の
敵
般
破
は
、
新

城
の
夜
製
戦
と
金
山
の
戦
と
の
間
に
更
に
一
合
戦
あ
っ
た
こ
と
を
激
へ
て
ゐ
る
。
即
ち
新
城
の
留
將
達
は
遼
水
、
即
ち
鐡
蹴
附
近
と
推
定

せ
ら
れ
る
地
に
屯
駐
せ
る
敵
が
逢
っ
た
夜
襲
部
隊
を
蝦
退
し
、
此
に
乘
じ
て
更
に
本
隊
を
も
雌
破
し
、
そ
の
北
げ
る
を
逐
う
て
北
進
し
、
」

再
び
金
山
に
戦
っ
て
此
を
大
敗
せ
し
め
た
こ
と
が
明
か
に
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
然
し
そ
れ
は
と
も
か
く
と
し
て
、
騨
仁
武
等
の
武
功
が

契
腫
何
力
に
移
さ
れ
て
ゐ
た
と
す
れ
ば
、
逆
に
南
蘇
方
面
に
於
け
る
契
雌
何
力
の
武
功
が
騨
仁
資
に
移
さ
れ
た
と
云
ふ
同
じ
誤
り
は
充
分

老
へ
ら
れ
る
で
あ
ら
う
。
か
く
老
へ
れ
ば
金
山
の
比
定
に
對
す
る
本
稲
の
見
解
は
此
を
棄
て
去
る
必
要
は
な
く
、
然
も
毛
の
矛
盾
も
亦
自

ら
解
決
せ
ら
れ
る
。
尚
此
の
蕪
仁
貴
の
武
功
な
る
が
如
く
談
り
傳
へ
ら
れ
た
契
極
何
力
の
武
功
は
、
男
建
が
男
生
か
ら
奪
っ
て
ゐ
た
城
が

南
蘇
一
城
だ
け
で
は
な
く
、
そ
の
東
方
の
木
底
・
蒼
股
二
城
に
も
及
ん
で
ゐ
た
こ
と
を
明
か
に
し
、
契
越
抑
力
傳
の
不
備
を
補
っ
て
ゐ

る
・金

山
の
戦
に
於
け
る
蕪
仁
貴
の
戦
果
は
斬
首
五
萬
餘
紋
に
及
ん
だ
と
云
ふ
。
果
し
て
此
れ
丈
の
蛮
数
を
算
し
た
か
否
か
疑
ひ
無
き
と
得
＃

な
い
が
、
餘
程
の
大
成
功
で
あ
っ
た
と
見
え
、
冊
府
元
躯
確
却
外
臣
部
・
征
討
門
及
び
奮
唐
書
の
膵
仁
貴
傳
に
は
金
山
の
戦
勝
に
對
し
高

宗
よ
り
特
に
嘉
黄
の
勅
語
を
賜
は
っ
た
こ
と
を
記
し
て
ゐ
る
。
所
が
此
の
勅
語
の
中
に
は
南
蘇
以
下
三
城
の
攻
階
に
鯛
れ
た
研
は
全
く
な
，

い
。
此
れ
亦
此
の
三
城
攻
陥
が
彼
の
武
功
と
闘
係
の
な
か
っ
た
こ
と
を
察
知
す
る
一
の
参
考
と
な
ら
う
。
尚
契
睦
何
力
と
騨
仁
蛍
と
の
武

功
の
相
互
移
入
の
誤
り
は
、
賓
治
邇
鑑
の
み
で
な
く
、
冊
府
元
繼
、
新
奮
唐
書
等
の
主
要
文
献
が
悉
く
陥
っ
て
ゐ
る
所
で
あ
る
か
ら
、
表

治
通
鑑
の
著
者
が
犯
し
た
責
で
は
な
く
、
己
に
早
く
よ
り
此
の
誤
り
を
惇
へ
た
著
名
史
書
が
存
し
て
ゐ
た
の
で
あ
ら
う
。

さ
て
三
國
史
記
奄
二
地
理
志
に
掲
げ
ら
れ
た
鵬
溌
水
以
北
未
降
十
一
城
が
北
は
北
扶
総
城
州
よ
り
南
は
安
市
城
に
至
る
高
州
腿
西
境
地

〃

■
ｐ
６
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群
上
の
要
城
で
あ
っ
た
こ
と
は
先
に
述
ぺ
た
如
く
で
あ
る
。
所
で
そ
の
排
列
を
見
る
に
、
筆
頭
に
北
扶
餘
城
州
を
翠
げ
、
次
に
節
城
（
蕪

手
忽
）
豊
夫
城
（
肯
巴
忽
）
ｏ
の
二
城
を
列
べ
、
綾
い
て
新
城
州
（
仇
次
忽
）
を
記
し
て
ゐ
る
。
從
っ
て
節
城
・
盟
夫
城
の
二
城
は
前
者
を

北
と
し
、
後
者
を
南
と
し
て
農
安
と
撫
順
と
の
間
に
介
在
し
て
居
た
要
城
と
見
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
然
し
雨
城
と
も
に
今
尚
毛
の
位
澄
不

駐
沙

明
と
せ
ら
れ
て
ゐ
る
ｏ
所
で
今
の
開
原
の
東
方
に
高
句
雁
城
の
迩
趾
が
現
存
し
て
ゐ
る
と
云
ひ
、
叉
後
年
の
雁
史
に
徴
し
て
知
ら
れ
る
開

原
地
方
の
重
要
性
に
鑑
み
、
商
句
歴
が
此
所
に
一
要
城
を
置
い
て
ゐ
た
こ
と
は
疑
ひ
無
く
、
そ
れ
は
上
述
二
要
城
の
中
、
何
れ
か
一
方
に

常
る
も
の
で
あ
ら
う
。
叉
今
の
繊
嶺
の
地
は
農
安
・
長
春
方
面
よ
り
開
原
を
經
て
奉
天
・
遼
陽
方
面
に
至
る
南
北
滿
聯
絡
の
大
街
道
と
撫

、

順
よ
り
倉
元
殿
を
経
て
此
の
街
道
に
含
通
す
る
要
衝
上
に
在
り
、
叉
暦
が
高
句
麗
を
減
し
て
安
東
都
謹
府
涯
設
け
た
時
延
津
州
を
低
き
、

ｑ

契
丹
が
此
の
地
方
を
経
略
し
た
畔
も
銀
州
（
延
津
縣
）
を
笹
い
た
所
で
あ
る
。
か
か
る
要
地
に
對
し
て
は
商
刎
班
も
必
ず
や
一
要
城
を
設

置
し
た
で
あ
ら
う
。
か
く
老
へ
る
と
、
節
城
は
開
原
附
近
に
、
盟
夫
城
は
鐵
嶺
附
近
に
比
定
す
可
き
で
あ
ら
う
。
か
か
る
比
定
の
上
に
立

っ
て
新
城
奪
還
に
出
動
し
た
扶
餘
職
報
軍
と
厭
燈
嘩
仁
貴
と
の
交
戦
を
再
考
す
る
に
、
毛
の
經
過
が
一
屑
詳
し
く
、
且
つ
合
理
的
に
理
解

ぜ
ら
れ
る
。
即
ち
十
五
萬
と
號
す
る
挟
餘
妹
輔
軍
が
屯
駐
し
た
と
云
ふ
遼
河
邊
の
地
が
鐡
徹
附
近
と
推
老
せ
ら
れ
る
こ
と
は
先
に
述
べ
た

が
、
そ
の
屯
駐
軍
の
搾
城
と
な
っ
た
の
は
聖
夫
城
で
あ
ら
う
。
十
五
萬
と
號
す
る
大
軍
は
、
文
字
通
り
十
五
甑
で
は
な
か
っ
た
に
し
て

も
、
豊
常
城
の
み
で
は
收
容
し
難
か
っ
た
と
も
老
へ
ら
れ
る
か
ら
、
後
方
の
節
城
も
併
せ
利
用
せ
ら
れ
て
ゐ
た
の
で
は
な
い
か
と
想
は
れ

る
・
新
城
に
送
っ
た
夜
襲
際
は
恐
ら
く
豊
夫
城
か
ら
繰
出
し
た
の
で
あ
ら
う
。
・
夜
襲
隊
を
却
け
た
睡
仁
費
等
の
軍
が
史
に
遼
水
の
本
隊
と

↑
破
っ
た
戦
と
云
ふ
の
は
心
此
の
鯉
夫
城
を
中
心
と
す
る
攻
防
戦
で
あ
っ
た
の
で
あ
ら
う
。
敗
退
し
た
挟
除
職
鞘
軍
は
常
然
此
の
城
を
喪
つ

た
わ
け
で
あ
る
。
恐
ら
く
節
城
も
守
れ
な
く
な
り
、
殆
ん
ど
時
を
同
じ
う
し
て
賂
つ
た
で
あ
ら
う
。
か
く
て
鐡
繊
・
開
原
一
帯
の
地
を
逐

總
軍
元
年
唐
將
薄
仁
愛
の
攻
陥
せ
る
扶
錐
城
囚
三

』
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、

．
蕪
仁
貴
等
の
殿
後
軍
が
果
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
最
大
の
使
命
は
、
反
店
側
の
男
建
等
に
附
し
て
遼
陽
。

・

で
、
勝
に
乘
じ
て
北
進
す
る
厭
軍
を
防
遇
遜
鍛
す
可
き
天
険
は
な
い
・
彼
等
の
本
綴
た
る
農
安
地
方
を
衛
る
可
き
天
険
は
東
遼
河
の
北
方

、

懐
徳
西
方
に
展
開
十
る
山
地
、
即
ち
金
山
の
み
で
あ
る
。
扶
除
隷
細
と
し
て
は
常
然
此
れ
を
死
守
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
、
唐
側
の
誇
張
宣

傅
で
は
あ
る
が
、
と
に
か
く
五
寓
と
云
は
れ
る
損
害
を
出
す
程
の
大
激
戦
を
交
へ
た
の
は
、
金
川
が
扶
除
城
を
守
る
妓
後
の
前
術
地
で
あ

ク

つ
た
爲
め
で
あ
る
。
尚
李
訓
の
作
戦
蝿
番
き
に
勝
耶
の
攻
略
目
標
と
し
て
挟
餘
城
に
並
べ
て
節
・
翌
夫
の
二
城
を
翠
げ
て
あ
る
の
は
、
扶

餘
城
攻
略
の
目
的
を
逵
成
す
る
魚
め
に
は
此
の
二
城
の
攻
陥
が
必
要
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
も
の
と
解
す
可
き
で
、
此
の
黙
か
ら
も
此
の

二
城
の
位
瞳
を
新
城
よ
り
扶
除
城
に
向
ふ
街
道
上
の
要
衝
で
然
も
新
城
に
近
く
新
城
の
脅
威
と
な
る
可
き
鐵
繊
・
開
原
方
面
に
比
定
す
る

の
が
適
溌
と
思
は
れ
る
。
一
鐡
繊
・
開
原
地
方
は
安
東
都
謹
府
↓
小
高
句
麗
・
渤
海
時
代
を
經
て
遼
代
に
至
る
迄
引
綴
い
て
要
含
の
地
を
な

し
て
ゐ
た
。
但
し
此
の
こ
と
に
就
い
て
は
別
に
「
小
高
楜
麗
風
の
研
究
」
と
題
し
て
詳
述
す
る
。

さ
て
金
山
が
懐
徳
地
方
よ
り
西
方
に
展
開
す
る
山
地
を
指
し
、
且
つ
そ
れ
が
扶
徐
の
南
面
を
防
術
す
る
最
大
に
し
て
簸
後
の
天
隙
で
あ

Ｉ

は
開
原
よ
り
昌
岡
・
八
面
城
を
經
過
し
て
居
り
、
今
の
街
道
よ
り
も
西
方
の
平
坦
地
を
迂
廻
し
て
ゐ
た
。
敗
退

れ
な
追
蹄
し
た
府
軍
心
共
に
此
の
西
方
迂
廻
の
常
時
の
街
道
に
沿
っ
て
ゐ
た
も
の
と
推
測
せ
ら
れ
る
。
所
で
此

つ
あ
っ
た
扶
餘
職
靭
の
根
鑪
を
衝
い
て
此
れ
を
螺
作
す
る
に
在
っ
た
。
扉
仁
貴
等
が
遼
水
の
勝
利
に
減
足
し
て

ぜ
ず
、
劣
勢
の
霞
．
兵
を
提
げ
て
敢
て
追
躍
作
戦
に
出
た
の
は
、
扶
餘
城
の
攻
陥
を
絶
對
の
使
命
と
し
て
居
た
か

總
章
元
年
厭
將
蘇
仁
愛
の
攻
陥
迂
る
扶
線
城

。

は
れ
た
扶
除
絲
細
軍
が
追
蹄
し
來
る
勝
軍
と
戦
っ
た
の
が
金
山
の
戦
で
あ
っ
た
と
解
せ
ら
れ
る
。

遼
史
塗
二
地
理
志
・
東
京
道
の
項
の
府
州
配
世
の
状
態
そ
の
他
よ
り
推
す
に
、
契
丹
時
代
以
前
の
開
原
・
扶
餘

ノ

Ｂ

卜
』
’
■

四

新
城
方
面
を
脅
か
し
つ

新
城
に
引
あ
げ
る
こ
と
を

ら
で
あ
る
。

除
（
農
安
）
を
結
ぶ
街
道

し
た
扶
除
秣
細
軍
も
、
此

の
方
面
は
一
帯
の
平
原

囚

＝
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八

つ
た
こ
と
と
、
此
の
防
衞
に
於
け
る
挾
餘
職
蝿
乖
の
大
敗
と
を
併
せ
考
へ
れ
ば
、
此
れ
に
次
ぐ
戦
が
彼
等
の
根
錐
た
る
扶
餘
城
の
大
攻
防

戦
で
あ
っ
た
こ
と
は
自
ら
明
か
で
あ
ら
う
。

｜
此
の
攻
防
戦
を
記
し
た
記
事
は
本
附
読
の
、
州
頭
に
掲
げ
た
姿
治
邇
鑑
轌
一
一
唐
紀
・
總
章
元
年
二
月
壬
午
の
條
の
左
の
一
節
．
で
あ
る
。

李
渤
等
抜
高
腿
扶
餘
城
。
（
先
是
）
漣
仁
安
既
破
高
瀝
於
金
山
。
乘
勝
將
基
一
手
一
一
羊
峠
。
將
攻
扶
餘
城
。
諸
將
以
其
兵
少
止
之
。
ゞ

仁
貴
日
。
兵
不
在
多
。
順
用
之
何
如
耳
。
途
爲
前
鋒
以
進
。
與
高
服
戦
大
破
之
。
殺
礎
萬
餘
人
。
途
破
扶
餘
城
。
扶
餘
川
釧
嘩
郭
四

ノ

十
餘
城
。
皆
望
風
諸
降
。

か
く
て
伊
通
河
邊
の
扶
餘
城
は
遂
に
厭
瓶
の
手
に
落
ち
挟
除
絲
秘
の
四
十
餘
城
も
亦
風
を
望
ん
で
諸
降
し
た
の
で
あ
る
。
尚
此
の
戦
に

、
於
い
て
扶
餘
城
・
扶
餘
蛛
縄
兵
を
す
べ
て
高
刷
歴
の
城
、
高
村
腿
兵
と
記
し
て
ゐ
る
の
は
、
そ
れ
が
高
句
歴
に
臣
蹄
し
て
ゐ
た
か
ら
で
あ

る
。
又
李
訓
が
此
の
戦
に
與
っ
て
ゐ
た
と
あ
る
が
、
此
は
正
し
く
な
い
。
彼
は
新
城
攻
陥
後
早
く
も
鴨
縁
江
流
域
に
進
準
し
て
後
段
作
戦

に
遜
進
し
つ
つ
あ
っ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
速
北
の
挟
餘
城
攻
略
戦
に
参
加
し
て
ゐ
た
箸
は
な
い
の
で
あ
る
。
彼
が
此
の
戦
に
興
っ
て
ゐ
た

如
く
記
さ
れ
て
ゐ
る
の
は
、
或
は
彼
が
總
司
令
官
と
し
て
此
の
戦
の
殊
勵
者
蕪
仁
貴
を
も
そ
の
節
度
下
に
お
い
て
ゐ
た
篤
め
に
因
る
の
か

も
知
れ
な
い
が
、
そ
れ
に
し
て
も
此
れ
亦
先
述
の
武
功
誤
移
の
一
例
と
云
ふ
可
き
で
あ
ら
う
。
風
を
望
ん
で
來
降
し
た
と
云
ふ
扶
餘
州
四

十
餘
城
に
就
い
て
も
《
一
考
の
必
要
が
あ
る
。

伊
通
河
流
城
の
住
民
は
絲
縄
人
で
あ
る
。
そ
の
外
に
此
の
地
方
制
唾
の
爲
め
に
差
遜
せ
ら
れ
た
若
干
の
高
御
歴
人
官
吏
や
派
人
、
或
は

〆
・

被
俘
投
入
の
遊
牧
民
族
や
漢
人
等
も
居
た
か
も
知
れ
な
い
が
、
そ
れ
に
し
て
も
そ
の
数
は
僅
少
で
、
主
住
民
は
此
の
地
土
着
の
扶
餘
妹
縄

で
あ
っ
た
と
見
て
誤
り
な
い
。
此
の
挟
餘
絲
柵
は
脇
し
く
多
歎
の
小
部
に
分
れ
て
住
み
、
此
の
小
部
が
幾
つ
か
集
っ
て
大
部
を
成
し
、
各

總
章
元
年
庶
將
膵
仁
世
の
攻
附
せ
る
扶
録
城
・
四
五

1

1

l
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小
部
に
は
部
長
が
居
り
・
部
長
中
の
有
力
春
が
大
部
長
に
推
さ
れ
、
以
て
一
個
の
集
團
勢
力
を
な
し
て
ゐ
た
。
そ
し
て
か
う
し
た
錐
團
が

多
倣
並
立
し
て
ゐ
た
。
此
の
こ
と
に
就
い
て
は
「
斡
細
七
部
の
内
部
憐
成
」
と
題
し
て
後
章
に
詳
考
す
る
豫
定
で
あ
る
が
、
そ
れ
を
俟
つ

迄
も
厳
く
、
本
論
第
三
節
第
二
項
に
論
述
し
た
扶
餘
鰊
縄
突
地
祷
が
脈
稀
部
と
呼
ば
れ
る
小
部
の
酋
長
た
る
と
同
時
に
此
と
等
格
の
他
の
．

七
部
を
併
せ
た
都
合
八
部
の
大
部
長
で
あ
り
、
階
に
來
歸
し
た
時
率
ゐ
て
ゐ
た
部
民
千
餘
戸
を
歎
へ
た
と
云
ふ
一
例
に
よ
っ
て
も
、
右
に

述
ぺ
た
価
は
略
々
認
め
ら
れ
る
。
四
十
隙
城
と
云
ふ
の
は
か
か
る
大
部
的
集
園
の
媛
城
で
あ
ら
う
。
或
は
後
世
女
眞
の
和
屯
に
街
ろ
も
の

で
は
な
い
か
と
も
想
は
れ
る
。
か
く
見
れ
ば
、
此
の
腹
澗
な
大
沃
野
に
四
十
除
城
が
熟
在
し
て
居
た
の
は
相
應
し
い
事
象
と
し
て
受
取
る

こ
と
が
出
來
ろ
。
さ
う
し
て
此
等
四
十
餘
城
は
扶
餘
城
の
統
轌
に
脇
し
、
高
刷
斑
の
扶
餘
戦
靭
統
轄
の
中
心
も
此
所
に
お
か
れ
て
ゐ
た
の

で
あ
ち
う
。
即
ち
挟
像
城
を
治
所
と
し
、
四
十
餘
城
の
挟
餘
絲
縄
を
管
轄
し
て
ゐ
た
の
が
高
刷
腿
の
北
扶
餘
城
州
で
あ
っ
た
の
で
あ
ら

↑
ハ
グ
０
／
卓

挾
齢
城
を
喪
つ
た
高
句
歴
は
大
兵
を
逢
っ
て
此
を
奪
回
せ
ん
と
し
た
が
、
此
れ
亦
睡
仁
貴
の
大
破
す
る
所
と
な
っ
た
。
姿
治
邇
鑑
に
綴

い
て泉

男
建
復
造
兵
五
寓
人
。
救
扶
餘
城
。
與
李
勃
於
遇
膵
（
函
確
畷
嘩
に
蜂
）
賀
水
。
合
戦
大
破
之
。
斬
座
一
萬
除
人
。
、
進
攻
大
行
城
抜
之
。

と
あ
る
寵
（
薩
）
賀
水
の
戦
が
此
れ
で
、
奮
唐
書
塞
高
宗
本
紀
・
新
唐
書
華
』
高
瀝
傳
等
に
は
右
の
戦
果
を
更
に
詳
し
く
斬
首
五
千
餘
級
一

潅
生
口
三
萬
餘
級
、
器
賊
牛
馬
勝
げ
て
計
ふ
可
か
ら
ず
と
傳
へ
て
ゐ
る
。
敵
勢
五
蔑
餘
、
斬
獲
三
萬
餘
も
共
に
多
少
の
誇
張
が
あ
ら
う

が
、
と
に
か
く
戯
滅
的
大
打
撃
を
與
へ
た
こ
と
丈
は
確
か
で
あ
る
。
、
閃
み
に
此
の
戦
の
晦
側
武
將
を
杢
勃
と
し
て
ゐ
る
の
は
、
扶
餘
城
攻

隅
戦
の
場
合
と
同
様
の
誤
り
で
、
更
に
謹
賀
水
の
職
に
綴
け
て
今
の
九
述
城
に
比
定
せ
ら
れ
る
大
行
城
の
攻
抜
を
記
し
て
ゐ
る
の
は
、
此

總
章
元
年
唐
將
膵
仁
武
の
攻
陥
ぜ
る
扶
除
城

卜
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一

代
か
ら
高
句
腿
に
臣
服
協
力
し
て
ゐ
た
事
費
を
老
へ
る
に
、
扶
除
城
救
援
の
五
萬
の
瓶
の
、
王
力
も
此
の
地
方
の
者
、
即
ち
本
稿
が
暇
に
源

一
●

今

水
絲
報
と
名
け
た
所
の
も
の
で
あ
ら
う
。
し
て
見
れ
ば
、
弾
（
薩
）
賀
水
は
扶
餘
城
東
万
の
河
水
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
る
。
辱
（
薩
）

令
一

賀
の
香
は
松
花
ｅ
宋
瓦
里
等
の
一
昔
に
近
く
聞
え
る
が
、
さ
り
と
て
此
を
松
花
江
に
比
定
せ
ん
に
は
そ
の
扶
除
城
よ
り
の
位
世
が
遠
き
に
失

す
る
感
が
な
い
で
も
無
い
。
扶
除
城
と
の
關
係
の
み
よ
り
見
れ
ば
寧
ろ
伊
通
河
に
比
定
す
る
の
が
穂
當
ら
し
く
も
あ
る
が
、
さ
り
と
て
か

く
断
歩
ろ
に
足
る
依
蝶
も
な
い
。
又
契
丹
時
代
に
黄
弛
府
（
渤
海
の
扶
餘
府
の
吏
名
）
の
渤
海
人
燕
頗
の
叛
に
開
し
て
史
に
現
れ
る
冷
河

と
關
係
す
る
河
で
は
な
い
か
と
の
推
想
も
起
る
が
、
此
を
推
想
以
上
に
確
め
る
手
掛
り
は
な
い
。
要
す
る
に
諄
賀
水
は
扶
餘
城
方
面
に
近

一
い
河
水
で
あ
一
る
こ
と
は
紛
れ
な
い
が
、
今
の
ど
の
河
名
に
當
つ
可
き
か
は
譲
者
の
現
在
推
断
し
得
ざ
る
所
で
、
切
に
後
考
の
純
正
を
俟
つ

一

外
な
い
。

〆

新
暦
書
の
膵
仁
貴
傳
に
依
れ
ば
、
扶
餘
城
を
取
り
州
内
四
十
餘
城
を
降
し
た
結
果
、
「
威
震
遼
海
」
ふ
た
と
云
ふ
。
遼
海
と
は
束
蒙
古

總
章
元
年
唐
將
膵
仁
貴
の
攻
陥
せ
る
扶
除
城
．
●

四
七

の
談
り
に
由
っ
て
生
じ
た
行
文
の
綴
合
は
せ
で
あ
る
。
従
っ
て
大
行
城
を
陥
れ
た
の
は
紛
れ
な
く
李
動
で
あ
る
が
、
此
の
攻
陥
を
礁
賀
水

の
戦
と
聯
絡
あ
る
が
如
く
結
び
つ
け
て
ゐ
る
の
は
正
し
く
な
い
。
雨
交
戦
は
遠
隔
の
地
に
於
い
て
別
々
の
部
隊
に
依
っ
て
行
は
れ
た
も
の

で
あ
る
。
睡
賀
水
の
勝
利
が
津
仁
貴
の
武
功
で
あ
っ
た
こ
と
は
云
ふ
迄
も
な
い
。

さ
て
右
記
事
に
依
れ
ば
男
建
が
五
萬
と
號
す
る
大
軍
を
逢
っ
た
の
は
扶
餘
城
救
援
の
爲
め
で
あ
っ
た
と
云
ふ
か
ら
、
そ
の
発
遥
は
陥
落

以
前
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
所
が
救
援
は
間
に
合
は
す
、
よ
っ
て
救
援
平
は
そ
の
ま
ま
奪
回
戦
を
演
じ
、
却
っ
て
敗
れ
た
の
で
あ

ら
う
。
此
の
救
援
叩
も
秣
報
兵
を
主
力
と
せ
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
は
容
易
に
推
察
せ
ら
虹
ろ
が
、
そ
れ
が
何
虚
の
住
民
で
あ
っ
た
か
は

全
く
他
へ
ら
れ
て
ゐ
な
い
。
然
し
吉
林
・
烏
拉
地
方
は
扶
餘
城
に
近
く
、
一
且
つ
そ
こ
に
は
有
力
な
粟
末
妹
報
の
集
圏
が
居
り
早
く
北
朝
時

1

～

｢

■－



～

〆

●

總
軍
元
年
唐
將
詳
仁
愛
の
攻
陥
せ
る
扶
除
城
肌
八
・

の
束
逢
、
即
ち
伊
通
。
東
遼
河
雨
流
域
に
接
す
る
遼
河
以
北
の
麿
澗
な
地
域
を
指
す
地
方
名
で
、
海
洋
で
は
な
い
。
北
史
雄
九
炎
肱
傳
．
。
｜
一

木
杼
可
汗
の
條
に
そ
の
勢
力
を
迦
ぺ
て

其
地
○
束
目
遼
海
以
西
至
西
海
萬
里
。
南
目
沙
漠
以
北
至
北
海
五
六
千
里
。
皆
脇
焉
。

と
あ
り
、
遡
っ
て
巍
書
吟
↑
庫
莫
尖
傳
に
後
魏
の
太
阻
が
和
龍
（
朝
陽
）
北
方
の
庫
莫
笑
を
税
征
し
て
此
産
服
脇
せ
し
め
た
こ
と
を
述
ぺ

畦
。
十
数
年
間
。
諸
種
爽
応
英
笑
亦
皆
滋
盛
。
乃
間
遼
海
世
成
和
龍
ｕ
護
央
雄
悩
各
献
方
物
。

と
あ
る
に
依
っ
て
知
ら
れ
る
如
く
、
遼
河
北
方
の
平
澗
地
を
遼
海
と
呼
毒
は
夙
く
後
魏
時
代
に
始
っ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
従
っ
て
「
威
塵

遼
海
」
と
は
扶
除
城
攻
陥
の
大
戦
果
に
よ
っ
て
そ
の
勢
威
が
速
く
扶
餘
以
西
の
遊
牧
民
族
間
に
迄
鳴
り
響
い
た
と
の
意
味
で
あ
る
。
所
が

奮
府
書
の
膵
仁
蛍
偉
に
は
扶
餘
方
面
を
平
定
し
た
後
ち
の
紗
の
行
動
を
綾
し
て

一
■

仁
貴
便
並
海
略
地
。
興
李
訓
大
耶
會
子
平
壌
城
。

〆

と
あ
る
。
そ
こ
で
此
の
「
並
海
略
地
」
は
遼
海
よ
り
案
出
せ
ら
れ
た
後
世
史
家
の
机
上
文
句
に
非
る
か
と
の
疑
念
が
一
膳
起
っ
て
来
る

が
、
然
し
さ
れ
ば
と
て
か
く
断
定
す
る
こ
と
も
出
來
な
い
。
・
一

／

新
城
を
突
破
口
と
し
て
そ
れ
よ
り
東
進
し
た
暦
の
諸
部
隊
に
と
っ
て
は
そ
の
敵
地
に
於
け
る
孤
立
化
よ
り
免
れ
る
と
云
ふ
意
味
で
新
城

の
確
保
が
絶
對
に
必
要
で
あ
っ
た
。
所
で
此
の
漸
城
を
脅
か
し
て
ゐ
た
の
は
扶
餘
詠
縄
で
あ
っ
た
。
安
市
方
面
の
反
店
諸
城
は
李
副
が
東

進
の
途
次
に
準
破
し
、
叉
回
趾
妹
細
は
契
睦
何
力
が
東
進
の
際
に
南
蘇
・
木
底
・
砦
縦
の
諸
城
に
破
砕
し
、
結
局
妓
後
迄
新
城
に
敵
し
た

』
の
は
扶
餘
秣
細
の
み
で
あ
っ
た
。
殿
後
蛎
と
し
て
新
城
に
礎
つ
た
諄
仁
貴
等
の
任
務
が
主
と
し
て
此
の
扶
餘
繋
陣
に
在
っ
た
こ
と
は
極
め
§

て
明
か
で
あ
る
。
か
く
て
陣
仁
貴
は
金
山
を
越
え
て
扶
餘
城
を
陥
れ
、
そ
の
救
援
収
を
も
破
っ
て
完
全
に
敵
の
戦
力
と
棒
減
し
た
。
今
や

等
◆

1
4
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１
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一

新
城
を
脅
か
す
敵
は
ど
こ
に
も
居
な
な
く
な
っ
た
の
で
あ
る
。
一
方
鵬
綏
江
以
南
に
於
け
る
後
段
作
戦
は
激
烈
に
展
開
性
ら
れ
て
ゐ
た
Ｕ

さ
れ
ば
彼
も
亦
稚
稗
新
城
に
逗
留
す
可
き
で
無
く
、
直
ち
に
後
段
作
戦
に
馳
せ
参
じ
て
力
を
添
へ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
さ
れ
ば
一
こ

そ
彼
も
亦
扶
雛
作
戦
が
経
る
や
直
ち
に
兵
を
率
ゐ
李
訓
を
追
う
て
敵
都
不
壊
の
攻
署
戦
に
含
し
た
の
で
あ
る
。
所
が
此
の
東
進
蹄
が
全
く

不
明
で
、
或
は
「
並
海
略
地
」
し
て
平
竣
に
着
い
た
の
か
も
知
れ
な
い
の
で
あ
る
。
尚
此
の
句
に
就
い
て
は
、
以
上
二
案
の
中
、
何
れ
が

正
し
い
か
、
今
後
の
袖
考
に
俟
た
れ
ば
な
ら
種
。

以
上
、
本
稲
は
膵
仁
費
が
總
章
元
年
に
攻
陥
せ
』
。
扶
餓
城
を
以
て
今
の
農
安
附
近
に
在
っ
た
職
柵
族
の
一
根
艦
と
断
定
し
、
従
っ
て
此

と
聯
開
す
る
金
山
を
以
て
束
述
河
北
方
の
山
地
と
し
た
。
所
で
異
説
の
多
い
此
の
扶
餘
城
の
位
世
を
か
く
推
断
す
る
に
は
、
そ
れ
等
異
説

の
談
れ
ろ
所
以
を
一
應
分
析
批
判
す
る
必
要
が
あ
る
。
然
し
他
人
の
努
力
、
殊
に
恩
師
や
大
先
輩
の
苦
心
に
對
し
ア
ラ
探
し
的
に
陥
る
こ

と
は
錐
者
の
好
ま
ぬ
所
で
あ
る
か
ら
、
只
卑
兄
の
弧
化
に
必
要
な
要
黙
を
簡
軍
に
述
べ
る
程
度
に
止
め
る
。

雌
初
に
扶
餘
城
及
び
金
山
の
問
題
を
扱
は
れ
た
松
井
學
士
の
比
定
は
筆
者
の
見
解
と
同
様
で
街
を
得
た
も
の
で
あ
り
、
慈
眼
畏
服
の
全

り
で
あ
る
が
、
此
の
前
後
に
起
っ
た
南
蘇
等
三
城
攻
陥
の
役
が
誤
っ
て
藤
仁
蛍
の
功
に
附
會
せ
ら
れ
て
ゐ
る
こ
と
に
對
し
て
全
く
批
判
説

明
を
試
み
な
か
っ
た
の
は
手
抜
か
り
で
あ
る
。
此
が
を
も
そ
も
異
説
を
生
み
、
折
角
正
解
を
得
な
が
ら
殆
ん
ど
失
老
と
定
説
。
つ
け
ら
れ
る

〆
・

迄
に
至
ゐ
帆
凶
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

藤
仁
置
の
扶
低
城
攻
陥
職
を
南
蘇
等
三
城
攻
陥
戦
に
結
び
付
け
て
傳
へ
て
ゐ
る
の
は
、
養
治
迩
鑑
の
み
で
な
く
、
冊
府
沁
蝿
。
勅
店

番
・
藩
唐
書
等
唐
代
の
主
要
文
献
悉
く
同
様
で
あ
る
。
そ
れ
が
爲
め
、
事
変
は
全
く
異
っ
た
二
地
方
に
於
い
て
別
個
の
二
部
隊
に
よ
っ
て

戦
は
れ
た
戦
を
同
一
部
隊
の
域
に
蹄
せ
し
め
、
従
っ
て
懸
隔
し
た
二
戦
場
を
同
一
方
面
に
解
せ
し
め
る
川
を
作
っ
た
。
か
く
て
状
除
城
と

總
軍
元
年
店
描
詳
仁
黄
の
攻
陥
ぜ
ろ
扶
録
城
Ｗ
九

’
６
１
ヨ
■
画

1

｡

ｰ



－

’

細
家
元
年
店
舗
群
仁
貴
の
攻
陥
ぜ
る
扶
徐
城
五
○
垂

甫
蘇
城
以
逵
に
擬
す
る
兄
僻
と
生
み
、
或
は
津
田
博
士
の
柊
佳
江
下
流
域
説
、
池
内
先
生
の
成
興
説
を
生
む
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

此
の
叩
溌
は
共
に
扶
餘
城
と
南
蘇
城
と
の
戦
が
連
謹
せ
ら
れ
て
ゐ
る
こ
と
か
ら
直
ち
に
そ
れ
が
同
一
方
面
の
地
な
ら
ん
と
速
断
し
、
根
本

〃

史
料
に
縦
仲
の
な
き
か
な
打
察
し
な
か
っ
た
所
に
失
考
の
脚
を
有
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
雨
戦
役
の
連
書
が
談
傳
で
あ
る
こ
と
を
明
瞭
に

し
符
る
以
上
、
此
の
雨
説
が
共
に
立
説
の
根
雛
を
喪
ふ
こ
と
は
云
ふ
迄
も
あ
る
ま
い
。
尚
細
か
く
此
の
雨
説
の
反
證
を
拾
へ
ぱ
色
掩
あ
る

が
略
す
。

さ
て
騨
仁
量
の
攻
略
し
た
扶
雛
城
を
以
て
今
の
農
安
附
近
な
り
と
す
れ
ば
、
陪
唐
時
代
の
文
献
に
見
え
る
扶
餓
な
る
名
稲
は
悉
く
農
繁

附
近
の
一
地
に
常
る
こ
と
と
な
る
。
此
を
表
示
す
恥
ぱ
次
の
如
く
で
あ
る
。

陦
唐
時
代
「
扶
餘
」
名
榊
表

晶一

そ
し
て
此
の
こ
と
か
ら
導
き
僻
る
蹄
結
は
、
階
店
時
代
に
扶
餘
と
呼
ば
れ
た
城
名
地
名
は
只
一
簡
跳
で
あ
っ
た
と
云
ふ
こ
と
と
な
る
。

扶浮扶扶北扶扶

扶
瀧

録 鮭除畭餘餘

継
城

名

稲
年
代
西
暦

府縄城州州城城

間
皇
五
年
頃

貞
淑
五
年
頃

乾
封
二
年
以
前

寸

總
章
元
年

載
初
二
年

推
定
元
喪
末
頃
以
後

五
八
五
頃

六
三
一
頃

六
六
七
以
前

｛
ハ
ー
〈
八

六
↑
九
○

七
五
○
頃
以
後

出

北
群
風
俗
記
（
衰
宇
記
所
引
）

新
蒋
唐
書
商
句
麗
縛

三
國
史
記
三
七
巻
・
地
理
志

蚕
治
邇
鑑
巷
二
○
一
、
》
て
の
他

蓄
唐
寄
巻
三
九
・
地
理
志

一
新
嶬
渤
癖
傳

典

＝一日一

〆
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一
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而
し
て
階
庇
時
代
、
伊
邇
河
流
域
の
地
が
扶
餘
の
名
を
専
有
し
て
居
た
こ
と
は
、
此
の
地
方
が
弊
て
の
盛
國
夫
除
幽
と
域
も
密
接
な
闘
係

を
も
つ
て
ゐ
た
こ
と
を
窺
知
せ
し
む
る
に
足
る
。
さ
う
し
て
そ
れ
は
奥
に
關
係
史
料
の
極
め
て
乏
し
い
夫
餘
國
史
の
研
究
に
重
要
な
参
老

灸
料
を
供
す
る
こ
と
と
も
な
る
。
然
し
か
う
し
た
附
府
時
代
の
事
費
を
利
州
す
る
夫
餘
幽
の
研
究
は
先
に
筆
者
が
「
夫
餘
幽
老
」
と
題
し

て
試
み
て
ゐ
る
の
で
此
所
に
は
そ
の
餐
料
的
偵
値
の
説
明
は
客
す
。
更
に
此
の
陪
唐
時
代
の
票
笈
は
、
夫
餘
國
の
領
内
よ
り
興
っ
て
夫
鮭

國
を
亡
し
、
弧
大
な
勢
力
に
発
展
し
乍
ら
、
そ
の
鯛
係
史
料
の
一
暦
峡
乏
せ
る
勿
吉
の
研
究
に
も
一
の
重
些
参
考
材
料
と
な
る
。
然
し
此

れ
亦
「
勿
吉
老
」
と
題
し
て
先
に
利
用
し
て
ゐ
る
の
で
此
所
に
は
一
切
の
説
明
を
避
け
る
。
最
後
に
一
言
注
意
し
て
お
き
た
い
の
は
、
此

●

粟
末
妹
靭
出
兵
數
表

總
寧
元
年
唐
柵
詳
仁
武
の
攻
陥
せ
る
扶
餘
城

扶
除
雌
鵜

減
水
職
鞠

回
餓
継
蝿

内

I

｜
|

別計

一
’
１
．
’
二
・
勤
繊
一
’
’

一
●

｝
１
１
１
‐
１
１
‐
１
‐
ｌ
‐
１
１
‐
」
‐
ｌ
‐
！
‐
１
１
，
１
１
１
１
‐
ｌ

遼
水
（
鐡
敬
）

扶
除
城

群

南
蘇中、

_>4

域
－1ナ
ノ』、

五 数 一

’ 五 兵 ’

1 猟 猟 茂

膵 南 扶金

弧 蘇 除 、

水 城 城山

俘恢俘斬俘斬五俘斬

同
一
繭
餘

不五
千
除

三
戎
餘 説

餘

一
概
除

一
○
猟
五
千
以
上

上
狐

五
一

級級朋級

－Fr百〆尾一一一
一一

出

数

合
戦
地



に
逹
し
た
こ
と
と
な
る
。
勿
論
、
此
に
は
支
那
文
献
の
通
性
及
び
戦
果
報
告
の
通
性
か
ら
来
た
大
き
な
誇
張
が
あ
っ
た
と
兄
な
け
れ
ば
な

れ
ら
が
、
そ
れ
に
し
て
も
内
別
三
地
方
の
兵
力
に
就
い
て
見
る
も
、
將
又
そ
の
集
計
た
る
全
架
水
職
蝿
の
總
兵
力
に
就
い
て
云
ふ
も
、
決

し
て
弱
小
な
も
の
で
な
か
っ
た
こ
と
丈
は
宕
取
す
る
こ
と
が
出
来
よ
う
。
か
う
し
た
兵
鯉
は
彼
等
が
囲
結
し
た
時
に
大
き
く
物
を
云
ふ
。

街
時
の
絲
縄
は
未
だ
大
同
團
結
を
な
し
Ｃ
居
な
か
っ
た
の
で
、
か
う
し
た
多
欺
の
兵
を
現
笈
に
威
力
あ
ら
し
め
る
こ
と
は
出
来
な
か
っ
た

が
、
然
し
現
疫
は
ど
う
で
あ
っ
た
に
せ
よ
、
此
れ
が
潜
在
勢
力
と
し
て
彼
等
秣
報
の
一
つ
の
強
味
で
あ
っ
た
こ
と
は
否
定
出
来
な
い
。
従

っ
て
右
の
兵
力
塗
は
、
た
と
へ
そ
れ
が
文
字
通
り
信
じ
難
い
も
の
で
あ
る
に
せ
よ
、
粟
末
職
報
の
活
蝿
の
歴
史
を
理
解
し
て
行
く
上
に
大

き
蔵
参
考
と
な
る
こ
と
疑
ひ
無
く
、
殊
に
後
年
此
の
粟
末
妹
靭
と
白
山
秣
靭
及
び
高
刎
腿
？
辿
氏
と
の
合
側
協
力
に
成
っ
た
渤
海
幽
の
渡

展
を
老
へ
る
上
に
赴
非
と
も
参
考
し
な
け
伽
ぱ
な
ら
ね
亜
要
査
料
と
云
ひ
得
る
の
で
あ
る
。
但
し
さ
う
し
た
方
面
へ
の
右
兵
力
資
料
の
利

用
は
別
に
更
め
て
試
み
る
こ
と
と
し
て
此
所
に
は
一
切
略
す
。

總
章
一
九
年
砥
粥
詳
仁
蛍
の
攻
陥
せ
る
扶
除
城
．
五
二

の
扶
餘
城
攻
陥
戦
に
聯
慨
し
て
架
末
妹
墹
内
の
扶
除
・
沫
水
・
回
趾
三
集
幽
の
勢
力
が
或
る
程
度
窺
は
鯉
、
従
っ
て
粟
末
緋
靴
の
總
兵
力

も
或
程
度
迄
努
鏥
せ
し
め
得
る
と
云
ふ
こ
と
で
あ
る
。
上
来
論
述
し
た
中
よ
り
そ
の
兵
力
薮
に
閾
す
る
蝉
字
を
拾
っ
て
表
示
す
れ
ば
右
の
－

如
く
で
あ
る
。
即
ち
出
兵
数
は
史
に
徳
へ
ら
触
る
者
二
十
遮
寓
、
択
害
は
同
じ
く
史
に
記
さ
れ
る
も
の
の
み
で
少
く
と
も
十
萬
五
千
以
上

註

ｉ
滿
鮮
地
理
歴
史
研
究
報
告
鈴
十
六
冊
所
收
の
論
文
。

２
史
學
雑
誌
一
二
筋
二
脇
「
渤
海
の
扶
餘
府
並
に
遼
の
黄
龍
府
に
就
き
て
の
老
」

３
滿
鮮
地
理
歴
史
研
究
報
告
所
載
「
勿
吉
考
」
の
附
晩
「
扶
除
城
に
就
い
て
」

ｑ
１
．
０
１
■
。



－

二

４
註
１
の
論
文
中
の
説
。

６

５
史
淵
三
十
Ⅶ
輯
所
載
、
拙
稲
「
夫
除
図
考
」

６
以
上
公
孫
氏
と
魏
・
呉
と
の
關
係
に
就
い
て
は
「
後
漢
末
三
國
吟
代
に
於
け
る
束
支
那
海
上
史
の
研
究
」
と
題
し
て
別
に
詳
考
す
る
譲
定
で
あ
る

、
が
、
そ
の
一
部
に
關
し
て
は
已
に
永
松
教
授
が
九
州
帝
大
丈
學
部
十
周
年
紀
念
「
輯
畢
史
學
女
塵
諭
文
集
」
中
に
「
孫
呉
の
海
上
發
展
と
遼
東
と

の
關
係
」
と
艶
す
る
論
文
中
に
究
明
造
ら
九
．
て
ゐ
る
の
で
参
照
を
乞
う
。

７
此
か
亦
「
海
上
史
の
研
究
」
に
於
い
て
詳
考
す
る
識
定
で
あ
る
が
、
一
部
は
前
山
「
扶
除
國
考
」
に
言
及
し
て
ゐ
る
の
で
参
照
か
］
乞
う
。

８
南
蘇
城
等
の
比
定
は
雛
國
大
學
暁
各
班
研
究
報
得
審
鋪
十
一
晩
所
載
、
高
糯
腫
四
郎
基
士
「
蘇
一
十
河
流
域
に
於
け
る
高
句
麗
と
後
女
眞
と
の
裁

賊
」
に
依
る
０

９
此
の
こ
と
は
誰
者
が
昭
和
十
九
年
三
月
満
洲
に
赴
い
た
時
、
撫
順
圃
奔
館
長
渡
邊
三
三
氏
よ
り
永
は
っ
た
所
で
あ
る
。

・
附
記

狭
除
城
の
位
罹
に
就
い
て
は
先
に
金
銃
扱
氏
が
服
部
博
士
古
稀
紀
念
論
築
に
「
渤
海
扶
候
府
考
」
と
題
す
る
論
文
を
寄
せ
て
今
の
八
面
城
の
南
の
四
面

城
に
髄
る
と
主
張
せ
ら
れ
て
ゐ
た
が
、
最
振
恩
師
和
田
柳
士
は
東
洋
躍
報
一
二
二
巻
三
雛
に
於
い
て
「
魏
の
東
方
經
略
と
扶
除
城
の
問
題
」
と
胆
す
る
論
文

を
掲
げ
右
の
説
を
支
持
吸
祈
せ
ら
九
．
た
ｏ
錐
者
は
迂
澗
で
金
氏
の
右
論
説
懇
知
ら
ず
し
て
本
稲
唾
細
か
、
今
更
媒
聞
を
恥
ぢ
て
ゐ
る
次
節
で
あ
る
が
、
と

に
か
く
和
田
博
士
の
近
著
に
よ
っ
て
此
の
説
あ
る
を
知
り
、
一
睡
此
九
・
を
参
考
に
し
つ
Ｌ
薙
者
の
説
を
再
願
し
て
見
た
。
何
分
史
料
の
乏
し
い
研
究
對
象

寺

で
あ
り
、
そ
こ
に
色
持
の
溌
明
が
生
九
．
る
所
以
が
あ
る
わ
け
で
、
そ
九
．
丈
に
亦
他
の
説
に
對
し
虚
心
に
耳
を
傾
け
る
必
要
が
大
き
く
感
ぜ
ら
九
．
る
Ｏ
確
に

阿
而
城
暁
に
依
九
．
ぱ
術
昨
の
妖
勢
を
説
明
す
る
の
に
都
合
の
よ
い
場
合
が
あ
る
ｏ
然
し
又
反
對
の
場
合
も
あ
る
。
殊
に
高
句
隈
滅
亡
以
後
の
浦
洲
の
壯

勢
、
即
ち
北
浦
髪
東
都
諏
府
の
活
動
、
小
高
句
囲
國
の
興
亡
、
渤
海
の
処
國
と
そ
の
北
弛
、
純
迩
古
斯
系
鮭
靭
の
動
向
、
契
丹
の
勃
興
竿
の
大
問
題
を
研

究
し
て
行
く
上
に
、
瓜
而
城
説
は
都
合
の
よ
い
場
合
が
あ
る
様
で
あ
る
が
、
反
對
に
む
し
ろ
此
れ
を
許
き
た
い
場
合
が
多
い
様
で
あ
る
。
少
く
と
も
羅
者

に
は
さ
ら
思
へ
る
の
で
面
ち
に
農
髪
附
狂
説
を
猫
回
す
る
無
持
ち
に
は
未
だ
な
れ
な
い
。
阿
而
城
読
に
就
い
て
は
今
後
共
絶
え
ず
心
に
検
討
し
細
け
る
つ

ｊ

總
章
元
年
唐
將
蒔
仁
武
の
攻
陥
ぜ
る
扶
除
城
五
三
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總
章
元
年
唐
將
蒔
仁
武
の
攻
陥
ぜ
る
扶
鈴
城
五
四
‐

も
り
で
は
あ
る
が
、
方
様
の
次
姉
で
敢
て
蒋
稲
の
蚕
上
發
表
し
た
○
四
面
城
読
を
無
税
し
て
ゐ
る
わ
け
で
は
な
い
が
℃
同
時
に
又
此
の
髄
に
艇
っ
て
自
説

が
論
搾
を
喪
つ
た
と
も
思
っ
て
ゐ
な
い
次
錐
で
あ
る
。
両
面
城
説
を
溌
代
の
邇
州
か
ら
そ
れ
以
前
の
扶
除
城
警
わ
て
は
め
る
に
は
、
筒
都
謹
府
時
代
・
小

海
句
歴
。
渤
海
時
代
の
怖
勢
稔
討
が
必
要
で
あ
ら
う
。
た
と
へ
面
面
城
説
に
落
語
く
と
し
て
も
此
の
考
識
過
程
を
錘
た
け
れ
ぽ
確
証
な
論
擁
に
支
へ
ら
れ

た
賎
と
は
云
へ
な
い
と
思
ふ
○

一

勺
凸
■
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